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〝七海ななみちゃんのことは、いつでも俺が守ってあげるからね〟

　そう言われたのは、七海が五歳のとき。当時、住んでいたマンション近くの公園で、いつも一緒に遊んでくれたお兄ちゃんからの言葉だ。

　名前はもう覚えていなくて、でも、「〇〇兄ちゃん」と、名前で呼んでいたことは記憶している。

　たしか、四歳年上のお兄ちゃんで、夕方になると学校から帰ってきた彼が、七海の遊び相手になってくれたのだった。

　子供ながらに、お兄ちゃんが爽やかで、かっこよかったと感じていた。でも、そのお兄ちゃんは、七海の自宅へ来ることもなく、七海も彼の家へ行ったことはない。

　それでも七海は、お兄ちゃんに会えると嬉しくて、彼に会うために公園に行っていたようなものだった。

　いつしかお兄ちゃんは引っ越してしまい、どれくらいの時間を一緒に過ごしていたのか、もう曖昧になっている。

　小さな、淡い初恋。彼の名前は分からず、シルエットでしか姿の記憶がない。親ですら、彼の存在を知らなかったのだから、お兄ちゃんが誰だったのか、手がかりがないまま、あれから二十年という月日が経っていた。






「それで？　その誰かも分からない人を、まだ想ってるわけ？」

　昼休憩、同僚である潮崎しおざき穂香ほのかとイタリアンの店にランチで訪れた七海は、つい思い出話を口にしていた。七海にとっては、キラキラ輝く出来事も、穂香にはまったく感動がないらしい。彼女は、呆れた眼差しを向けてきた。

「うん……。なんかね、常に心の片隅にいるのよ。あのお兄ちゃんは、今ごろどうしてるのかなとか、私のことを覚えてるのかなって」

「あー、分かるそれ。二十年も前の話でしょ？　記憶が美化されて、素敵な思い出になってるのよ。もしかしたら、そのお兄ちゃん、太って髪も薄くなってるかもよ？」

　からかう穂香に、七海は遠慮なく睨みつけた。たしかに、彼は二十九歳になっている。風貌だって、すっかり変わっているだろう。どんな大人になっているのか、分からないといえばそれまでだ。

　でも、穏やかなオーラを放っていた彼が、素敵な大人の男性になっていると信じたい。いつも心のどこかにいる彼と、再会できたら嬉しいのにと思ってしまう。

「それにしても、ご両親も知らないなんて、本当にそんなお兄ちゃんいたの？」

「いたわよ。私が話さなかっただけみたい。お兄ちゃんと遊ぶことを、自分だけの秘密にしておきたかったって、そういう風に覚えてるんだけど」

　お互いの自宅が離れていたのだろう。彼のご両親とはご近所付き合いもなかったらしい。何度か母に聞いたことがあったけれど、まったく心当たりがないと言っていた。

「じゃあさ、そんな人のことなんて忘れて、うちの会社の副社長には興味ない？」

「え？　副社長？　あの有名な、イケメンエリートって人よね？」

　七海たちが勤めているのは、大手自動車メーカーで、七海はこの会社に、一カ月前に転職してきたばかりだった。

　以前は機械メーカーに勤務していたけれど、経営難から事業が縮小され、思い切って自主退職をした。

　そのあとに今の会社に就職をしたのだけれど、そこは飛ぶ鳥落とす勢いの会社で、営業利益が右肩上がり。

　そんな勢いある会社の本社に勤められることになり、七海は充実感いっぱいでいる。穂香は同い年ということで、最初から親しくしてくれている同僚だった。

　七海にとっては、現状で十分満足していて、自社の副社長のことはまったく考えたこともない。無理をしてまで、彼氏が欲しいと思っているわけではなかった。

「そうよ。ちょうどニューヨーク支社に出張中で、本社にいなかったから、七海はまだ見てないでしょ？　たしか、今日あたり帰国されてるんじゃないかな？　イケメンすぎて、きっと驚くわよ？」

　興奮気味に話す穂香に、思わず苦笑してしまった。

「たとえ素敵な方だったとしても、一社員の私たちを気にかけるはずないと思うけど。初恋のお兄ちゃんとの再会くらい、あり得ないことよ」

「そんなの、分かんないじゃない。副社長も、憧れのお兄ちゃんと同じ、二十九歳で独身。比べたら、どっちがいいか分かるって」

　穂香の力強い口調に、それ以上反論することを諦めたけれど、比べてみても、綺麗な思い出のほうがいい。

　たしか、二十九歳という若さで副社長に就いたのは、彼の抜群の経営能力を評価されてのことだと聞いている。

　副社長に就任したのが一年前で、当時はメディアで大騒ぎになった。エリートな上にイケメンだと、まるでアイドルのような扱いだったけれど、七海は興味がなくて肝心の副社長の顔がよく分からない。

　それよりも、名前も分からないお兄ちゃんのことは、忘れたほうがいいのか。そっちのほうが気になってしまう。もう探しようもない人を想っていても、仕方ないことなのか……。たとえそうだとしても、代わりに副社長はない……と、七海は心の中で呟いていた。






「副社長、帰国されてるのね。さっき、見かけちゃった」

「いいなー。私もお目にかかりたぁい」

　会議室の後片付けに向かう途中、廊下ですれ違った女性社員の会話が聞こえてきて、思わず耳が向いてしまった。

　穂香の言うとおり、副社長は人気がある人のようだ。それに、帰国もしているらしい。そういえば、どんな名前だったっけ？　と、彼の名前すら憶えていない自分に苦笑いするしかない。

　フロア奥の会議室のドアを開けると、中に男性がいて驚いてしまった。

「し、失礼します。片づけに参りました」

　まさか人が残っていたとは思わなくて、どぎまぎしてしまう。まだ、社内全体に慣れていなくて、顔見知りでない人がいると緊張してしまった。

「ああ、ごめん。すぐに出るよ」

　そう言いながら振り向いた人を見て、七海は思わず息を呑んだ。それほどに、彼は甘いルックスをしていたからだ。

　一文字に上がった眉と、二重の綺麗な目元は少し垂れ気味。通った鼻筋と、適度な厚みの唇で、シャープな顎をしていた。

　黒髪はナチュラルにアレンジされていて、上質なスーツを品よく着こなしている。

「いえ……。大丈夫です。少しずつ、片づけていきますので」

　驚きを隠しながら、残されたグラスやカップを回収していく。この会社に、あんなかっこいい人がいるとは思わなかった。

　長身で、七海より三十センチは高く見える。恐らく、一八〇センチはあるだろう。噂の副社長より、この人のほうがカッコイイのではないかと、密かに思ってしまった。

「ねえ、きみの名前は？」

「え？　有坂ありさかといいます」

　どうして、わざわざ名前を聞いてくるのだろう。初対面ということもあり、つい警戒してしまう。

「有坂、なにさん？」

「七海です……」

　見た目は完璧だけれど、中身は問題がある人なのか。フルネームを聞かれて、すっかり彼を怪しんでいた。

「そうか。俺は、坂下さかした雅樹まさき。よろしく」

「は、はぁ……。よろしくお願いします」

　いったい、どこの部署のどんな立場の人なのか。よろしくと言われても、彼をまったく知らないのだから、返事には正直困ってしまった。

　七海は極力、雅樹に近づかないように片づけを再開させた。だいたい、会議はすっかり終わっているというのに、まだここにいて分厚い資料を整理している。仕事が遅い人なのか。

　椅子やテーブルを直しながら、彼と顔を合わせないようにしていると、クックと笑う声がした。

　控えめに見ると、目を細めた雅樹が近づいてくる。

「俺のことを知らないんだ？　なんだか、怪しまれてるな。俺は、ここの副社長。改めて、よろしくね。七海ちゃん」

「えっ!?　そうだったんですか？　すみません、失礼いたしました」

　まさか彼が副社長だったとは思わなくて、七海は分かりやすいほどに動揺する。副社長という立場の人の割には、威圧めいた雰囲気は微塵もなかった。

「そんなに仰々しい態度を取らなくていいよ。それより、七海ちゃんはどこの部署？」

「私は営業部の一課にいます。実は、先月中途入社したばかりで……。副社長のことも分からず、失礼しました」

〝七海ちゃん〟と馴れ馴れしい呼び方には抵抗があるけれど、それが彼の接し方なのかもしれない。

　とはいっても、やっぱり相手は副社長。とても親しく会話ができるはずもなかった。気まずい思いを感じながら、片づけを終える。

　グラスとカップを乗せたお盆を持とうとすると、一瞬早く雅樹が手に取った。

「持っていくよ。こんなにコップがあったら重いだろう？」

「いえ、大丈夫です。副社長だって、資料をたくさんお持ちですから」

　紙袋に入れられた資料は、ファイルも含めてだいぶ厚みがある。取っ手がちぎれるのではないかというくらいに、底が膨らんでいた。

「構わないよ。せっかくこうやって知り合えたんだし、もう少し一緒にいてもいいだろう？」

「そう……でしょうか？」

　もしかして、雅樹は女性に対して軽いタイプなのだろうか。いくらなんでも、初対面にしては強引な感じがする。

　戸惑う七海にお構いなしに、雅樹はお盆を持って会議室を出た。給湯室は、ほぼ正面とはいえ、誰かに見られそうで心配になる。

　雅樹に手伝ってもらっていることが知られたら、質問攻めに遭うか、妬まれるかもしれない。

　給湯室に入ると、誰もいなくて安心するとともに、すぐに彼からお盆を受け取った。

「ご親切にありがとうございました。これからも業務を頑張っていきます」

　とにかく、早く雅樹から離れたい。その一心で頭を下げると、彼は出ていくどころか、ジャケットの胸ポケットからスマホを取り出した。

「七海ちゃん、連絡先を教えて」

「はぁ!?」

　思わず本音で反応してしまい、慌てて両手で口を塞ぐ。失礼なことをしたと思ったけれど、雅樹は気にしていないのか、ニコニコと目を細めている。

「ほら、早く教えて。誰か来ると騒ぎになるから」

「は、はい」

　たしかに、連絡先の交換をしているところを見られたら、それこそ大騒ぎになる。雅樹のペースに乗せられるように、電話番号を伝えていた。

「ありがとう。じゃあ、ワン切りをしておくから、あとで俺の番号を確認しておいて」

「は、はい……」

　混乱する七海に雅樹は笑みを見せると、給湯室を出ていった。いったい、今起こったことはなんだったのだろう。

　社内で人気のある副社長は、社員に気軽に連絡先を聞くほどフレンドリーなのか。それとも、単に軽いだけなのか。

　呆然とする七海は、洗い物を済ませるとオフィスへと戻った。






　デスクへ戻ると、待ち構えていたかのように、穂香が声をかけてきた。彼女は隣の席ということもあり、気兼ねなく話しかけてくる。

「ねえ、七海。例の副社長、やっぱり帰ってきてるみたい。見かけたって人がいたの」

「へぇ。そうなんだ」

　努めて冷静に反応してみたけれど、内心は心臓がバクバクしている。なにせ、その副社長から、連絡先を聞かれたばかりなのだから。

「もう、素っ気ないわね。少しは興味持ちなさいよ」

「だって……。ねえ、副社長って、どんな人柄なの？　そういう話は聞いたことある？」

　やっぱり、思い返せば返すほど、雅樹とのやり取りはなにかがおかしい。七海が怪訝そうに尋ねると、穂香は首を傾げた。

「人柄かぁ。そういえば、よく分からないかも。ただ、明るくて感じのいい人とは聞くよ？　挨拶をしたら、優しく返してくれるって」

「そうなんだ。じゃあ、フレンドリーな方？　例えば、話しかけてくれるとか」

　本当はもっとストレートに聞きたかったけれど、さっきの状況を説明する勇気はない。雅樹から電話番号を聞かれたなんて、とても言えなかった。

「ううん、そんなことはないよ。さすがに、簡単には話しかけてもらえない。挨拶程度ね」

　きっぱりと否定され、ますます給湯室でのやり取りが不思議になる。いや、それより前のお盆を持ってくれたときから、不自然な雰囲気だった。

　もっと言うなら〝七海ちゃん〟と呼ばれたときから……。もしかしたら雅樹には、社員では分からない裏の顔があるということ……？

　そうだとしても、どこからかネガティブな噂が立ってもいいのに、今のところその気配はない。そんな風に考えれば考えるほど、七海には雅樹が分からなくなっていた。

「七海、やっぱり副社長が気になるんでしょ？　初恋より、目の前の人を狙わないとね」

　穂香に茶化されて、七海は一瞬言葉に詰まる。気になると言われれば間違っていないけれど、穂香が思っていることとは違う。

　雅樹を不審に見ているという意味で、気にかかっているのだ。

「あんまりみんなが噂してるから、気になっただけよ」

　七海は誤魔化すと、業務を始めた。






　終業後、帰宅をした直後に電話が鳴った。ディスプレイには、番号だけが表示されているから、登録されていない先からだ。

　そういえば、雅樹がワン切りをすると言っていたから、きっと彼からだろう。七海は、スマホを手に取り眺めていると、着信は切れることなく鳴り続けている。

　ワン切りではないということは、雅樹からじゃないのか。七海はすぐに、応答した。

「もしもし、有坂です」

　誰からだろうと思っていると、心当たりのある低く色っぽい声が聞こえてきた。

『俺だよ、雅樹』

「えっ？　ふ、副社長!?」

　予想に反して、電話の主が雅樹だったことに、七海は驚きを隠せない。思わず声を大きくしてしまい、彼にクスッと笑われた。

『電話をすると言ったじゃないか』

「ですが、ワン切りと……」

　それに、この時間まで電話がかかってこなかったから、雅樹は本気ではなかったんだと、どこかで思っていた。

『そうしようかと思ったんだけど、やっぱり七海ちゃんの声が聞きたくて』

「私の……？　どうして、そこまで……」

　雅樹の言葉を素直に受け取ることができるはずもなく、戸惑いばかりが広がる。彼は初めて会議室で会ったときから、遠慮などなく、真っすぐに向かってきた――、そんな印象だ。

　だけど、その意味が分からない。なぜ雅樹は、それほどまでに自分に執着してくるのだろう。

『一目惚れ……とでも、言っておこうかな。七海ちゃんに会った瞬間から、運命だと思ったから』

「なんだか、信じられないです。すみません……」

　一目惚れとか、運命とか、そんな言葉を言われたのは初めてだ。ためらいもなく発せられたからか、文字どおりに受け取ることはできなかった。

『俺だって、七海ちゃんに会えたことが、信じられないくらいだ。きみに惹かれてる。これからも、こうやって電話するよ』

「で、でも……。私、忘れられない人がいるんです」

『え……？』

　大袈裟な言い方かもしれないし、今までまったく関わりのなかった雅樹に、話すことではないかもしれない。

　だけど、彼が軽い気持ちなら、これ以上関わらないでほしかった。そういう気持ちで言ったけれど、思いのほか雅樹の反応が硬い。

　表情が見えなくても、彼が動揺しているのが分かる。雅樹にとって、そんなに驚くことだったのか……。

　疑問が入り混じりながら、雅樹に説明をした。

「子供っぽいと思われるかもしれませんが、小さかった頃、よく遊んでくれたお兄ちゃんが、今でも心の片隅にいるんです」

『お兄ちゃん……？　それは、近所の人とか？』

　呆れられるか引かれるかと思っていた七海は、雅樹の真面目な反応が意外だった。自分にとって大切な思い出を、真剣に受け止めてくれたのは嬉しい。

「はい。実は、私が五歳の頃の話なので、お兄ちゃんの名前を覚えてなくて。ただ、とても優しくて、安心できる存在だったと記憶してるんです」

『名前も分からないお兄ちゃんを、今でも想ってるってことか』

「はい……。ふとしたときに、思い出してしまうというか。どうしても、忘れられなくて。だから、なかなか本気で好きになれる人に、出会えないんです」

　これで、分かってもらえるだろうか。雅樹のような地位もあり見た目も完璧な人に、少しでも興味を持ってもらえたのは、光栄なことだったけれど。

　だけど、興味本位なら、もうおしまいにしてほしい。

『それなら、俺も一緒だ』

「え？　一緒とは……？」

『俺にもいるから。忘れられない存在の人が。俺は、初恋ではなかったけど、その子のことがずっと忘れられなくてね。もちろん、顔も名前も覚えてる。でも、遠く離れてしまった』

　懐かしそうに話す様子から、彼が嘘をついているようには思えない。雅樹も、未練を持っている女性がいるようだ。

「それなら、なおさら私に一目惚れとか、運命なんて感じないと思うんですが」

『そうかな？　俺は、前を向きたいんだ。七海ちゃんだって、進んでいかないといけないんじゃないか？　いつまで、記憶が曖昧なお兄ちゃんを想い続けるんだ？』

　そう言われては、返す言葉がない。雅樹にも穂香にも、同じことを指摘されてしまった。誰から見ても、おかしいことなのだろうか。

「でも、どうしても心のどこかで引っかかるんです。もう思い切って、お兄ちゃんを探してみようかなとか、思ったりするんです……」

『どうやって？』

「あの場所のご近所さんに、聞いてみるとか……。私の実家も引っ越しているんですけど、子供の頃から知っている方はまだ何人かいるので」

　自分で言いながら、なんて途方もないことを口にしているのだろうと思う。聞いたところで、二十年も前のことをはっきりと覚えている人はいないかもしれない。

　だけど、こんなにモヤモヤするなら、なにか行動してみたかった。

『そんな無駄なことは、やめたほうがいい』

「む、無駄って。そんなこと、やってみないと分かりませんよ」

『分かるよ。それより、今を進んでいこう。俺は、きみが好きだ。それは間違いなく言える。七海ちゃんの好きなお兄ちゃんを通して、俺を見てくれていいから』

「どうして、そこまで……？」

　たったあの十分程度の出会いで、ここまで強く強引に求められる理由が分からない。ただ茫然とするだけの七海に、雅樹は続けた。

『俺もきみに、好きな子を重ねるかもしれない。それなら、お互い様だろう？』

「そんな寂しい関係って、ありますか？」

『いいんじゃないか？　そもそも、恋愛は理屈じゃない。心でするものだし。俺は、七海ちゃん、きみが好きだっていうことだけ』

　好きな人を忘れたくて、アプローチをしてくるのだろうか。そうだとしても、かなり強引な気がする。七海の中で、より一層モヤモヤは募った。

「私でないと、ダメなんですか？」

『もちろん。だって、俺はきみに運命を感じたんだから』

「副社長のお気持ちを受け取るには、少し時間が必要です……」

　雅樹の言葉に、嘘はないように聞こえるけれど、どうしても本音が理解できない。たとえ本当に一目惚れだったとしても、こんなアプローチをするものなのか。それに、運命というセリフも、素直に受け取れない。

『分かった。考える時間をあげるけど、前向きな答えをしてほしい。待ってるから』

「はい……。それでは、失礼します」

　電話を切ると、ベッドへ仰向けに倒れる。まさか、自分がこんなに熱烈なアプローチを受けるとは思わなかった。

　昼間、雅樹に連絡先を聞かれたときだって、ほとんど信用していなかったくらい。ワン切りだって、本当にしてくるのか疑っていたのに。

　雅樹が本気なのだとしたら、いったい自分のなにがそんなに彼を惹きつけたのか。まったく分からない。

　頭の中が混乱しながら、七海は目を閉じた――。

















二章　彼と過ごす時間、のち……？












「有坂さん、これお願いね」

「はい」

　課長から渡された書類を持ち、メール室へ向かう。課ごとに集めるメール便に乗せられなかった書類は、直接メール室へ持っていかなければいけない。

　その依頼が最近は連日のようにあり、いい加減うんざりしていたけれど、今日はそう感じることもない。

　それよりも、昨夜の雅樹からの電話のことで頭がいっぱいだった。少し考えさせてほしいと言ったけれど、結局自分はなにを考えるつもりなのだろう。

　雅樹も、前向きな答えを待っていると返してきたけれど、その答えというのは付き合うということなのか……。

　でも、そこまでは言われていない。いろいろなことをあいまいにしてしまったようで、余計に混乱してくる。

　メール室へ書類を届け、オフィスに戻ろうと歩いていると、背後から声をかけられた。

「七海ちゃん」

　驚いて振り向くと、雅樹が立っている。タブレットを持っているところを見ると、会議があるのだろう。

「副社長……。お疲れ様です」

　人気ひとけのない廊下とはいえ、いつエレベーターが開くか分からない。それに、オフィスから誰か出てくるかもしれなかった。

　そんな場所で、親しげに呼び止められては困ってしまう。よそよそしい態度と自覚しながらも、会釈だけして立ち去ろうとしたとき、彼に腕を掴まれて会議室へ押し込まれた。ここは、昨日と同じ場所だ。

　誰もいない部屋の鍵を閉めた雅樹は、ニッとして七海を見つめた。

「ふ、副社長。困ります。こんな強引な……」

　たまらず目をそらすと、雅樹は七海の顎を引き上げ、自分のほうへ向けさせる。彼のその行動に、思わずドキッとしてしまった。

「強引なことでもしないと、きみは考えようともしてくれないだろ？」

「そんなこと、ないです……。それに、昨夜は待ってくれるって……」

　至近距離に雅樹の顔が近づいてきても、緊張で体が動かせない。外では、数人の女性社員の話し声が聞こえてきて、さらにビクッとしてしまった。

　もし、今ここに入られたら……。

「もちろん、言ったよ。そのつもりなんだけど、ちょっとせっかちなところもあるから。七海ちゃんを見たら、じっとしていられなかったんだ」

「副社長……。今から、会議じゃないんですか？　早く行かないと」

　いつの間にか、雅樹はタブレットを近くのテーブルに置いている。どぎまぎするばかりの七海の腰に手を回した雅樹は、さらに自分のほうへ引き寄せた。

　体と体が密着し、顔が熱くなる。

「今日は、打ち合わせ。きみのところの部長とね。もうすぐ行くけど、その前に充電させてもらえないか？」

「え……？」

　と言った瞬間、雅樹の唇が重なった。まさか、こんな場所でいきなりのキス……？　目を閉じるのも忘れていると、彼のざらざらする舌が押し入れられてきた。

「……っんぅ」

　自然と声が漏れてしまい、羞恥心でいっぱいになる。たまらず目を閉じていると、雅樹の舌は遠慮なく絡まってきた。

「んふぅ……」

　まだ、なにも答えていないのに、雅樹の強引なやり方に戸惑いを隠せない。だけど、どうして彼に嫌悪を感じないのだろう。

　無理やりキスをされて、本当ならもっと、拒絶をしなければいけないのに。なぜか、雅樹を受け入れてしまう……。

　雅樹の舌は、口蓋を優しくなぞっていき、口の端からは唾液が溢れてきた。

「んはぁ。副社長、もうやめてください……。誰か、入ってくるかも」

　相変わらず、外では人の声が聞こえる。会議室は本社のシステムで予約管理されていて、どの時間に誰が使っても不思議ではない。

　ここの鍵が開けられていたということは、この部屋を使う人がいるということだ。

　だけど、雅樹はやめるどころか、舌を強く吸ってきた。

「大丈夫。もう少しだけなら」

「んぅ……。だ、だめ……」

　これ以上、キスを続けられると、自分の理性を失いそうだ。それくらい、雅樹のキスは熱くて濃厚だった。

　なんとか、彼の体を押し返すと、やっと離れてくれた。

「分かった。もう、やめるよ。その代わり次はもっときみを攻めるから、答えを早く聞かせてね」

　耳元で囁いた雅樹は、タブレットを持ち先に会議室をあとにする。七海は、脱力感を覚えながら、彼の後ろ姿を黙って見送った。

　突然の雅樹のキスは、それだけ彼が本気だと思っていいものなのか、迷ってしまう。

　本気なら、それだけ慎重に行動しそうだけれど……。そう考えてしまうのは、それだけ七海が、恋愛を難しく考えているからなのだろうか。






「ほら、七海。副社長よ。いつ見ても、カッコイイわね」

　穂香に小声で囁かれ、ハッと我に返る。彼女の視線の先には、雅樹と営業部長、それに他の役職者がいる。ちょうど、打ち合わせから出てくるところだった。

「副社長って、頻繁に営業部にも来られるの？」

「ううん。本当にごくたまによ。だから、今日はかなりラッキー」

　穂香のように思っている女性社員は多いようで、他の島でも雅樹を見かけて嬉しそうに話している人たちがいた。

　社内でもこれだけ人気があるのだから、きっとプライベートでも言い寄る女性は多そうだ。

　それなのに、なぜ彼が自分を選んだのか、というよりアプローチをしてくるのかが不思議でならない。

　七海と同じように、好きな人がいると言っていたけれど、その人を忘れたいだけなら、誰でもいいはずだ。

　それに雅樹と話している限りでは、そんな悲壮感は漂っていない。どこからどこまでが、彼の真実なのだろう。






「お疲れ様、七海ちゃん」

　終業後、オフィスビルの裏口を出たところで、雅樹に声をかけられた。

「ど、どうして副社長が……？　まさか、あとをつけてます？」

　ここは十五階建ての自社ビルで、他の企業は同居していない。全て自社の社員ばかりだ。もしかして、自分の行動が雅樹にお見通しなのではないかと、怖くなってくる。目を見開いていると、雅樹はクスッと笑った。

「あとをつけるわけないだろう？　七海ちゃんって、キリのいい時間に出てきそうだなって思ったんだよ。例えば、七時十五分とか、三十分とか」

「仰るとおりです……」

　彼の言うとおり、キリのいい時間が好きな七海は、今日は十九時半に退社している。どうして、この短い間でそれを見抜かれたのだろう。

「やっぱり。実は、今日はたまたま、仕事が早く終われたんだ。ここで待っていて、もしきみに会えたら、今夜誘おうと思って」

「お誘いですか？　でも、もし私の都合が悪かったら、どうされるおつもりだったんです？」

「そのときは、諦めて次の約束を貰うよ」

　雅樹の穏やかな笑顔は、遠い初恋を思い出させる。ぼんやりとしかお兄ちゃんの顔は出てこないけれど、雅樹のような温かい表情だったように感じる。

「今夜は、予定はないんです。副社長、ここでは目立ちますから」

「その言い方だと、俺の誘いに乗ってくれたと思ってしまうけど？」

　静かな口調の雅樹に、七海は小さく頷いた。彼が、一目惚れをしたとか、運命だと言うことが、どうしても理解できないでいる。だけど、彼を拒む決定的な理由がないし、なぜか引き込まれていた。

「じゃあ、行こうか。すぐ先に、車を停めてあるんだ」

　雅樹について歩くと、シルバーのセダン型の車がハザードランプをつけて停まっている。自社製の高級車だ。それも最近出たばかりの新車で、斬新なデザインが高評価を得ている。さすが、雅樹は副社長だけあって乗っている車も違う。

「どうぞ、七海ちゃん」

「失礼します」

　雅樹が助手席を開けてくれ、七海は静かに乗り込んだ。黒色の革張りシートは、身が沈むほどに柔らかい。そして車内は、甘い匂いに包まれている。嫌みのない品のある香りで、色っぽく感じられた。

「まずは、どこか食事に行こうか」

　エンジンをかけた雅樹は、ゆっくりと車を走らせ始める。密室空間の中なのに、雅樹と二人きりでいることに、思いのほか緊張していないことに驚いていた。

「はい。副社長の、お好きな食べ物はなんですか？」

「俺は、なんでも好きだな。例えば、洋食なんてどう？　オムライスとか」

「え？」

〝オムライス〟という言葉に、思わず反応してしまう。なぜなら、それは七海の一番好きな食べ物だからだ。

　ただの偶然なのだろうけど、さっきの時間のことといい、雅樹はかなり鋭そうだから、わざと提案した可能性もある。

　と考えたけれど、さすがにそこまで分かるはずがないか……と思い直した。

「苦手？　それなら、違う店を考えるよ」

「いえ、大丈夫です。一番好きなんです、オムライス……」

　窺うように彼の横顔を見ると、口角を上げて笑みを浮かべている。まるで、〝そうだろう？〟と言わんばかりだ。

「じゃあ、決まりだな。お勧めの店を知ってるんだ。ここから近いし、そこにしよう」

「はい、よろしくお願いします」

　やっぱり、なにかお見通しなのか。きっと本当のところは、お勧めの店でここから近いから、提案してきたのだろうけど。雅樹といると、ドキッとすることが多い。

　そういうところが、七海の調子を狂わせているのかもしれない。いつもなら、親しくない男性の車になんて、乗らないのに。なぜか雅樹の場合、彼のペースに乗せられてしまう。

　雅樹の言うとおり、車は十分後には店に着き、駐車場へ停まった。オフィス街から離れた場所で、海が見えるロマンチックな店だ。

　南欧風の建物で、白と緑が基調となっている。奥にはテラス席もあるようで、ライトアップされた中庭が見えた。

「まるで、個人邸宅って感じですね」

　感心しながら店内を見渡すと、雅樹が笑顔を向ける。その表情を、七海はどうしても意識してしまった。

「だろう？　落ち着く店だから、七海ちゃんにどうかなって」

「とても素敵です。こういう雰囲気、大好きなんですよ」

　すべてが偶然だとしても、こんなに自分の好みに当てはまる行動をしてもらえるなんて、今までなかった。雅樹とは、初対面と変わらないくらいなのに、どうして心地よさを感じ始めているのだろう。不思議で仕方ない。

　木目調のテーブルやイスには白いクロスが飾られ、テーブルの中央にはキャンドルが灯されている。デートにぴったりの雰囲気で、ドキドキしてしまった。

　どこの席へ案内されるのだろうかと、雅樹の側で落ち着かない気持ちで待っていると、感じのよい三十代前半くらいの女性店員が声をかけ、慣れた様子で二人を案内した。

「階段ですか？」

　部屋の奥には螺旋階段があり、そこを上がっていく。上にも部屋があるのかと、不思議に思った七海は、雅樹に耳打ちするように聞いていた。

「ああ。二階は個室だから、ゆっくりできるよ」

「個室……」

　そう聞いて、七海の心には一気に緊張が走った。さっきまでは、雅樹と二人でいることに慣れたような感覚でいたけれど、改めて個室に二人きりになると、彼のことを意識してしまう。

「どうぞ、こちらへ」

　一番奥の部屋を案内され、雅樹のあとに続いて入る。そこは、ダイニングテーブルのほかにソファセットも置かれ、くつろげる空間になっていた。

　女性店員がドアを閉めた途端、不意打ちのように雅樹が抱きしめてくる。

「ふ、副社長!?　やめてください」

　ふわりと匂うスパイシーな香りは、車のものとは全然違う。雅樹が使っているコロンなのか。男性の色気を感じさせるもので、言葉とは裏腹に胸はときめいた。

「やめないよ。きみと二人きりになれたんだから、触れたいと思うのは当然だろう」

「で、でも。私たち、付き合っているわけじゃないですし」

　痛いほどに抱きしめられ、抵抗することができない。ただ、抵抗しないのは、それだけが理由ではない。なぜだか、彼の温もりから離れられなかったからだ。

「じゃあ、早く付き合ってしまおう。もう、待ったんだから、返事を聞かせて」

「え？　でも、まだ昨日のことですよ？　待ったって言っても、たった一日なのに」

　拍子抜けするほど強引な雅樹からは、不思議といい加減な印象はない。どうして、こんなに急いで返事をさせたいのか、それは分からないけれど、彼が遊びで言っているわけではないことは理解できた。

　そうでなければ、こんなに強く抱きしめられるはずがないから。まるで、七海を離さないと言っているような、そんな抱きしめ方だ。

「一日待てば、じゅうぶんだ。悶々と考えていたって、答えが出るわけじゃない。きみの好きなお兄ちゃんと、重ねて見てくれていいから」

「副社長、どうしてそこまで……。副社長だって、好きだった女性がいるんですよね？　本当に、私とでいいんですか？」

　雅樹は、自分の顔を七海の頭に埋めてくる。彼の吐息が近くに感じられ、さらに胸は高鳴った。彼の胸は、なんて温かいのだろう。

「七海ちゃんがいいんだ。なにも考えず、俺と付き合ってくれないか？」

「副社長……」

　こんなに、強く求められたことはなくて、心が揺れてしまう。雅樹の言うとおり、なにも考えず付き合うというのも、間違っていないのかもしれない……。

「七海……」

　雅樹からの呼び捨てに、思わず顔を上げる。すると、少し体を離した彼が、唇を塞いできた。

「んん……」

　舌を押し入れられ、遠慮なく七海のものと絡み合う。雅樹の唾液が入り込んできて、七海の体は熱くなってきた。

「んふぅ。……んぅ」

　彼のキスで、体の力が抜けていきそうになる。自然と雅樹を抱きしめたとき、彼の手が胸へ伸びてきた。

　そして、無遠慮に乳房を鷲掴みにする。

「んあっ。だ、だめ。副社長、こんな場所で……」

　会議室でのキスといい、大胆すぎる雅樹の行動に、七海は戸惑いを感じる。だけど、彼のほうはまったく意に介した様子はなく、指の腹で先端を押した。ブラジャーを付けているとはいえ、背筋が伸びるほどにぞくっとする。

「んふぅ……。副社長、本当にやめて……」

　たまらず彼の胸に寄りかかる。服の上から乳房を揉みしだかれて、呼吸が少し乱れてきた。すると雅樹は、もう片方の手をシャツの下に潜り込ませると、易々とブラジャーのホックを外した。

「やめてほしい？　でも、七海の体はそう言ってないみたいだけど」

　雅樹は耳元で囁きながら、シャツとブラジャーを捲り上げる。露わになった七海の丸くて白い乳房を、彼の口が含んだ。

「……っん。あんぅ」

　両手で口を覆ってしまうほどに、大きな声が漏れてしまう。耐えきれず、七海が倒れ込んだ場所は、柔らかなソファの上だった。

　上半身を起こす七海に覆い被さるように、雅樹はまた乳房を咥えた。

「んんぁ……。はぁん」

　雅樹の舌は、乳首を這うように舐めていく。もう一方の乳房は、彼の手が揉みしだいた。上にあげるように揉みしだかれ、親指で尖端をなぞられる。

　揉まれるたびに、たぷんと揺れる乳房を、雅樹は楽しむかのように強く揉み上げた。

「うんぅ。ふ、副社長。やりすぎ……」

　口に咥えられている乳房が、痛いほどに吸われていく。時折、乳首を甘噛みされて、七海の体はぴくんと跳ねた。

「そんなに、やりすぎてないだろ」

　雅樹は口を離すと、彼の唾液で濡れた乳首を、指でころころと撫で始める。乳房を揉みしだかれるだけで、七海の秘部は疼いていた。

　じわりと溢れる温かい液体を感じて、羞恥心でいっぱいになる。

「はぁ。はぁ……。やりすぎです。もし、店員さんが来たら……」

「大丈夫。こっちが呼ばないと来ないから。でも、ここでは終わりにするよ。これ以上きみに触れていると、本当に理性がきかなくなりそうだ」

　シャツとブラジャーを直した雅樹は、なにごともなかったかのように立ち上がった。これ以上、ここで攻められても困るけれど、疼いた体を中途半端にされたようで、七海としては消化不良の気分だ。

　とはいえ、このまま雅樹と……考えたら、さすがにマズイと思う。服を直し、戸惑いの表情を見せると、雅樹に手を差し出された。

「食事、頼もうか？」

「はい……」

　彼の手に、自分の手を乗せると、ぎゅっと握られる。そして、引き寄せられると、自然とダイニングチェアに腰を下ろしていた。

「なに、頼もうか？　七海の好きなものを選んで」

　隣に座った雅樹は、メニュー表を広げる。そして、七海の腰に手を回すと、体を近づけてきた。

「副社長、近すぎます……。それに、私のこと呼び捨てですか？」

　強引で、こっちの気持ちなんてお構いなしなのに、なぜ雅樹に嫌悪感を持たないのだろう。それどころか、七海の胸は小さくときめいていた。

　彼の体が触れていること、腰から温もりが伝わること、それが鼓動を速くさせる。控えめに雅樹を見ると、穏やかな笑みを向けられた。

「もう、付き合おうと思ってるから。七海だって、あやふやなまま過ごすのは嫌だろ？」

「私、まだお受けするとは言っていませんが」

　雅樹の自信は、いったいどこからくるのだろう。うろんな目つきで彼を見ても、雅樹の表情は変わらない。

　口角を上げて、まるで七海の心を見透かしているようだ。

「きみは、絶対に受けてくれる。自信があるんだ。俺と、付き合ってくれるだろう？」

「どうして、そんなに強気なんですか？　もしかしたら、私はお断りするかもしれないのに」

「そんなことはない。七海は、断らないよ。だからほら、答えて」

　雅樹は、さらに顔を近づける。今にも唇が触れそうな距離で、七海は胸が熱くなってきた。これが、ときめきというものなのか……。

　彼の自信には驚くばかりだけれど、ぐいぐい引き込まれるものがある。そして、戸惑いがあるのも正直な気持ち。

　だけど、雅樹の言うとおり、断ろうと思えなかった。理由を言葉にするのは難しいけれど、彼に惹かれてしまっているから。

「私に告白して、後悔したなんて、なしですからね」

　照れくささが勝って、ロマンチックな返事ができない七海に、それでも雅樹はフッと笑い目を細めた。

「後悔するわけないじゃないか。きみを、やっと手に入れた」

　そのまま雅樹に唇を塞がれ、七海は静かに目を閉じた――。






　雅樹との夕食中は、主に仕事の話で花が咲き、七海にとっては彼をさらに知るいい時間になっていた。

　世襲制ではない会社で、雅樹が副社長という地位に若くして就いているのは、完全に彼の実力だということ。

　経営能力が抜群で、語学力にも長けていること。それに、社員まで気配りができることなどが垣間見られて、七海は彼への想いを強くしていった。

「まだ、少し時間ある？」

　店を出ると、再び雅樹の車に乗る。今夜の食事は彼が支払ってくれ、七海はお礼を言ったばかりだった。

「はい。大丈夫です」

　一人暮らしをしているから、帰宅時間を気にする必要はない。それに、もうちょっと、雅樹と一緒にいたい気分だった。

「じゃあ、今から俺のマンションへ行こう」

「えっ!?　副社長のご自宅ですか？」

　思わず声を大きくすると、雅樹にクックと笑われた。彼は本当に楽しそうな雰囲気で、車のエンジンをかけると走らせた。

「そんなに、驚くことじゃないだろ？　それに、もう恋人同士になったわけだし、副社長っていう言い方はやめてほしいな」

「あ……。そうですよね。分かりました。えっと……、雅樹さん……」

　雅樹の名前を口にするだけで、顔から火が出そうになる。恥ずかしさに駆られて、両手で顔を覆ってしまった。

　そんな七海に気づいた雅樹は、一瞬視線を七海に向けると、口角を上げて微笑んだ。

「きみの話し方は、よそよそしいんだ。プライベートで会うときは、雅樹くんでいいよ。初恋の彼に話しかけるような感じで、俺に接してほしい」

　ゆっくりと静かに言われ、七海は顔を上げる。雅樹の口調が、まるで懇願しているようで、心に引っかかったからだ。

「雅樹くん……ですか。かなり、照れくさいですけど」

「すぐに慣れるよ。それと、その敬語もやめてほしい。彼女と一緒にいる、って感じがしないんだ」

「そ、そうですか？」

　雅樹の言うことはもっともだけど、七海の中では彼は〝副社長〟というイメージが大きい。急に話し方を変えるというのは、なかなか難しかった。

　戸惑いを見せる七海に、雅樹は静かに言った。

「そうだよ。言ったろ？　初恋の人を、重ねてくれていいと。だから、普通に話して」

「はい。頑張ってみます」

　もしかしたら、雅樹は距離を縮めようと頑張ってくれているのかもしれない。違和感はあるけれど、できるだけ彼の望みどおり、恋人らしく普通に接してみよう。

「マンションは、もうすぐだから」

「もうすぐ？　もしかして、副……じゃない、雅樹くんのマンションって、駅前のマンション？」

　自分で言いながら、照れくささとぎこちなさで、頭がいっぱいになる。雅樹を副社長だと思うからいけないのだと、心の中で言い聞かせた。

　雅樹は、初恋のお兄ちゃんと同じ年齢なのだし、きっとお兄ちゃんも彼のような雰囲気かもしれない。

　雅樹はいいと言ってくれているのだから、もう少し慣れるまでは、お兄ちゃんのように接してみようか。

「そう。タワーマンション。最上階の五十二階に住んでいるんだ。眺めはいいよ」

「最上階？　それも、あのタワーマンションですよね？　やっぱり、敬語を使ってもいいですか？」

　あ然とする七海に、雅樹はちらっと視線を向けた。

「だめ。そうやって距離を置くなら、協力しないよ。初恋のお兄ちゃん探し」

「えっ？　探してくれるんですか？」

　意外な雅樹の言葉に、目を丸くする。彼は、この初恋の思い出が、不快に感じないのだろうか。

「七海がそんなに好きなら、協力してあげてもいい。だから、俺と普通に接して」

「わ、分かりました……。いえ、分かった……」

　ぎこちない返事をすると、雅樹はクスッと笑った。

　彼が、本当にお兄ちゃんを探してくれるかは分からない。だけど、それだけ思い出を大切に考えてくれることが嬉しかった。

　いつか、お兄ちゃんに再会できたら、きちんと気持ちを昇華しよう。

　ここまで、自分を大切にしようとしてくれる雅樹を、簡単に裏切ることなんてできないから。






　車は数十分後、駅前のタワーマンションへ着いた。ここは三年前に建てられたもので、著名人が住んでいるという噂もある。

　そのマンションの最上階に住んでいる雅樹が、どれだけ凄いかは考える必要もなかった。車は地下駐車場へと入っていき、エレベーターでホールへ上がる。

　見かけただけでも、高級車がズラリと並んでいて、七海は雰囲気だけで圧倒されていた。

「お帰りなさいませ」

　ホテルのロビーを彷彿させるような広くて落ち着いた玄関で、コンシェルジュの男性が迎えてくれる。

　来客用のソファセットが置かれたホールを抜け、エレベーターに乗った。

「七海、緊張してる？」

　彼は最上階のボタンを押すと、微笑みを向けた。どうやらこのエレベーターは高層階用で、四十階からしかボタンがない。

「とても……。だって、こんな高級マンションに来るのは初めてだから」

　自分でも驚くくらい、自然に雅樹へ話しかけることができている。マンションの雰囲気に圧倒されてしまい、逆に雅樹と二人きりになって落ち着いている自分がいた。

「初めての場所は、誰でもそういうものだよ。でも、たまには緊張してもらうのもいいかな。こうやって、七海が引っ付いてくれるから」

「え？」

　ハッと我に返ると、自分が雅樹の腕に手を回していたことに気づく。無意識に、彼に寄り添っていたらしい。

「ご、ごめんなさい」

　気恥ずかしく思いながら手を離そうとすると、雅樹が一瞬早く七海の腕を掴んだ。

「今夜は、離さないから。七海も、離れないで」

「雅樹くん……」

　時折見せる雅樹の穏やかな表情は、七海の胸を熱くさせる。どうしてそう感じるのか、うまく表現できない。

　けれど、言葉にできない感情が、彼を見ると湧いてくるのはたしかだった。

　それからほどなくして扉が開き、雅樹のあとをついて歩く。ダウンライトで照らされた廊下には、靴音が響いた。

　最上階は彼の部屋しかないようで、真っすぐ進んだ先のドアを開けた雅樹が、七海の背を優しく押して招き入れる。

　玄関と廊下の明かりは自動で点灯され、靴を脱いだところで彼に背後から抱きしめられた。

「七海、抱いていい？　もう、自分が抑えられない」

　胸元に当たる雅樹の腕と、囁くような低い声。途端に、レストランでの出来事を思い出し、七海の体は熱くなった。

「うん……」

　雅樹を拒むつもりなら、マンションまでついてきていない。覚悟をして来た七海は、ためらうことなく返事をした。

「じゃあ、ベッドルームに直行するよ」

　そう言った雅樹は、軽々と七海を抱き上げる。

「ま、雅樹くん……」

　恥じらいを見せると、雅樹は大股で歩きながらいじわるな笑みを向けた。

「あれ？　こういうの初めて？」

「うん。お姫様抱っこをされたのは、初めて……」

「そうか。それは、嬉しいよ。それにしても、七海は軽いな。服を脱ぐと、もっと華奢なのか……」

　廊下を曲がり、奥の部屋のドアを開けた雅樹は、七海をベッドの上へ優しく下ろす。明かりはナイトライトだけになり、おぼろげに雅樹の顔が見える程度だ。

　側に、大きな窓があるのが見えたけれど、今は全然気にならない。それよりも、七海を優しく見下ろす雅樹から、視線がそらせなかった。

　雅樹はジャケットを脱ぎ捨て、ネクタイを外すと、無造作にベッドの下へ落とす。そして、シャツのボタンを外しながら、七海の唇を塞いだ。

「……んふぅ。んぅ」

　彼の舌は、口蓋を撫で回し、七海の舌に絡みつくように動いていく。シャツを脱ぎ捨てたのか、パサリと乾いた音がした。

「七海の体も見せて。さっき、あまりよく見えなかったから」

「うん……」

　シャツのボタンを外す手が、震えてくる。すると、雅樹がフォローするかのように、一緒にボタンを外してくれた。

「七海の不器用な感じも好きだな。そんなに、緊張しなくていいよ。体の力を抜いて」

「うん。でも、やっぱり、緊張する。だって、いろんなことが、あっという間だったから」

　シャツを脱ぐと、ブラジャーのホックを外されて、七海の乳房が露わになる。つんと尖った尖端は、すでに感じていることを雅樹に言っているようで恥ずかしい。

「過ごした時間の長さなんて、気にする必要はない。大事なのは、これからじゃないか」

「うん。そうだね。雅樹くんの言うとおり」

　小さな微笑みを見せながら、雅樹の逞しい胸板に視線が向かう。スーツの上からでも、引き締まった体つきを窺わせていたけれど、素肌はさらに筋肉があり、厚い胸板をしている。

　二の腕にも程よい筋肉がついていて、男らしさを醸し出していた。

「余計なことを、考えなくても大丈夫。七海のことは、いつだって俺が守るから」

「え……？」

　今のセリフは、初恋のお兄ちゃんの言葉と同じだ。彼も一緒に遊んでいた頃、七海にそう言ったことがある。

　雅樹に抱かれようとしているときに、お兄ちゃんのことが頭をよぎり、罪悪感が込みあげる。いつまでも、思い出に縛られるのはやめたい。

「白くて綺麗な七海の体、いっぱい見させてもらうよ」

　七海の様子に気づくことなく、雅樹はスカートも脱がせると、乳房を口に含んだ。すでに店で触れられているからか、敏感に反応してしまう。

「んふぅ。んぁ……」

　雅樹は舌を乳首に這わせ、大きく舐め回す。そして、乳房を力強く吸い上げた。

「……っん。あんぅ」

　乳房を両手で押し寄せると、交互に尖端を口に含んだ。舌で舐めながら、時折甘噛みをされる。そのたびに、七海の体はぴくんと跳ねて、秘部は熱を帯びてきた。

「七海は体が華奢なのに、胸は大きいんだな。揉んでると、大きく揺れる」

　雅樹はわざと大きく揉みしだき、七海の乳房はたぷんと揺れた。

「ふぁ……。んんぅ。雅樹くんってば、恥ずかしいこと言わないで……」

「だって、本当のことだから。じゃあ、こっちはどうだろう。やっぱり、華奢かな？」

　そう言った雅樹は、ショーツの上から秘部をなぞる。すると、くちゅっという音とともに、下着は湿り気を帯びていった。

「はぁん……。んぁ」

　蜜口の割れ目をなぞられ、布越しに指を押し当てられる。ショーツが冷たく濡れるほど、七海の蜜口からは蜜が溢れていた。

「感じてるね。七海は、感度がいいみたいだ」

　満足そうに言った雅樹は、おもむろにショーツを脱がせると、秘部に指を押し入れる。トロトロに濡れた七海の蜜口は、雅樹の指を難なく受け入れた。

「っくぅ……。んはぁ。あんぅ」

　まるで蜜を掻き出すように、膣内で指を回される。次第に雅樹の指は、二本から三本へと変わり、七海の膣内を掻き回した。

「んふぅ！　はぁぁん」

「あ、ここ感じる？　今、体を反らしたろ？」

　雅樹は指を左の壁に擦りつけ、中を刺激してくる。彼の言うとおり、より快感を覚える部分で、たまらず体をくねらせた。

「んぅ。……っく」

「そんなに気持ちいいなら、あとでしっかり突いてあげるよ」

　そう言って雅樹は、指を抜くと茂みに顔を埋める。今度は、彼の舌が、割れ目をなぞった。くちゅくちゅと、音を立てながら蜜を吸い込んでいく。蜜口の中で舌を這わせながら、指は花弁を摘まんだ。

「んぁ……。んふぅ。あふぅん」

　七海の両足を押し広げながら、雅樹は秘部に顔を埋め、舌を何度も抜き差しする。その間にも、とめどなく蜜が溢れてきて、シーツはすっかり濡れていた。

「ここが、ひくひくしてる。そんなに気持ちいい？」

「うん……。とても。だから、雅樹くん。もう、じらさないで」

　彼の愛撫に、花弁は痙攣している。疼きを感じ体をくねらせた七海は、恍惚として雅樹を見つめた。

　これほど求められているのなら、迷いを捨てて彼を受け入れたい。七海が視線をずらすと、ズボンの上からでも分かるほどに、彼のモノが大きく膨れていた。

　窮屈そうに反り立っていて、七海は自然とベルトへ手を伸ばす。

「七海が脱がせてくれる？　もう、きつい……」

　小さく頷くと、彼のベルトを外していく。そしてズボンを下ろすと、下着越しとはいえはっきりと雅樹の屹立が見えた。

　雅樹が下着を脱ぎ捨てると、太くて硬い塊が反り立っていた。筋立っていて、思わず息を呑んでいた。

「挿れるよ」










[image: ]










　雅樹は口角を上げて、ゆっくりと肉棒を膣内へ挿入していく。蜜で濡れているにも関わらず、彼の大きな屹立は簡単には入らない。

「んんぁ……。あうん」

　下腹部に感じる鈍い痛みは、それだけ雅樹のモノが大きいからだ。雅樹も顔を歪め、息を乱しながら奥まで押し入れた。

「思ったとおり、七海の膣は締まりがいい。胸と違って、ここは小さいな。気を抜くと、イッてしまいそうだ」

　腰をゆっくり動かしながら、雅樹の屹立は蜜口まで抜かれる。そして、再び勢いよく押し込まれ、七海は背中を反らせて跳ねた。

「……ンッ。……ああ。はぁう……」

　彼の塊が膣内で擦れるたびに、七海の愛液と絡まり合い、ぐちゅぐちゅと嫌らしい音を立てている。

　膣内の最奥に差し込まれた肉棒は、左側をより強く突いた。

「ここが、気持ちいいんだよな？　もっと、喘いで」

　雅樹は腰を前後に振りながら、たぷんたぷんと揺れる乳房を弄っていく。硬く勃った乳首を指で強く挟んでいった。

「はうん……。ん、ああ……」

　愛液がさらに増し、雅樹の腰振りも速くなる。硬い亀頭は、膣内の左側の壁ばかりを突いていた。

「んはぁ。んっ……。あんぅ」

　雅樹の下で艶めかしい声を出すことに、僅かながら羞恥心を覚える。時間をかけて育んだ愛がある恋人同士ではなく、運命と一目惚れという理由で付き合うことになったからかもしれない。そんな彼とのセックスに、ここまで感じてしまうなんて……。

「七海、もっと善よがって喘いで。俺だけに、女の顔を見せてほしい」

　肩で息をする雅樹は、ピストン運動をさらに速める。彼の硬くて太い屹立が、遠慮なく膣内で突き上げられた。

「……ンッ。あん……、だ、だめぇ……」

　これ以上突かれたら、もう意識すら飛びそうだ。それでも正常位で突く雅樹は、力を緩めることなく膣内を突いた。

「んんぁ……。はぅん。……んっ、ああん……」

　蜜は雅樹の肉棒と絡み合い、粘着音を響かせていく。恍惚として彼を見つめると、不敵という言葉がピッタリなほど、余裕の笑みを返された。

「そろそろ、イクね。七海が全部受け止めて」

　彼のその言葉とほぼ同時に、二人は絶頂を迎えていた――。

















三章　秘密の交際のはじまり、のち……？












「付き合っていることは、しばらく社内では秘密にしておきたいんだ」

　雅樹と初めてのセックスを終えて、ベッドでうとうとしていると、ふと彼の声が聞こえて目を開ける。

　温かい雅樹の素肌に触れていると、眠気に襲われていた。

「秘密……？　うん、同じ会社だもんね。分かった」

　彼の提案はもっともで、副社長と付き合っていると知られたら、周りの反応がどんなものになるか、考えなくても分かる。

　仕事だって頑張りたいと思っている七海にとって、雅樹からの申し出に異論はなかった。ただ、邪推をしてしまいそうになる。

　単に雅樹は、自分との交際を隠したいだけではないのかと……。

「ありがとう、分かってくれて」

　額に優しいキスを落とされて、笑顔を見せるしかない。心によぎった不安を、さすがの雅樹も気づかなかったようだ。

「ううん。それにしても、なんだか不思議。こうやっていると、自然に話しができるから。さっきまでは、とても緊張してたんだけど」

　雅樹の胸に、顔を埋める。汗がひいた彼の胸板は、ほのかな温かさを取り戻していた。すると、雅樹から抱き寄せられ、七海の乳房が彼の胸に押し当たった。

「それは、あたり前だ。潜在意識ってやつじゃないか？」

「え？　どういうこと？」

　その理由を聞きたかったが、雅樹はそれ以上なにも言わず、七海を抱きしめて眠りについた。






「おはよう、七海」

「穂香、おはよう」

　会社へ滑り込んだのは、始業ギリギリで、穂香に向けた笑顔とは裏腹に、心底ホッとしていた。遅刻しなくてよかった、と。

　雅樹のマンションで一夜を過ごし、明け方には自宅へ戻った。着替えを持っていなかったため、彼の家から出勤することができなかったからだ。

　本当は、雅樹を起こさず帰るつもりだったが、七海がベッドを下りた瞬間に気がついて、自宅まで送ってもらったのだった。

　彼の気遣いと優しさには、胸が熱くなる思いだが、思ったより素っ気なかったことが気になる。今朝も挨拶をしたくらいで、車内でも会話は弾まなかった。

　もしかして、彼の告白は本気ではなかったのかも……。

「七海、どうかした？　今朝はいつもより遅かった挙句、元気がないみたいだけど」

「え？　そんなことないよ。心配させて、ごめんね。私、これを総務部に届けてくるから」

　七海は机上の棚から封筒を取ると、慌てるように立ち上がる。出社したときには、すでに置かれていた封筒だ。

　七海たち事務職には、週替わりで書類を総務部へ持っていくという当番がある。メール便では間に合わない至急のものが多く、依頼されたら速やかに持っていかないといけないのだ。

　今週は、七海がその当番で、運よく書類が置かれており、穂香をかわす自然な理由になった。足早にオフィスを出ると、二フロア上の総務部へ書類を届ける。すると、偶然にも総務のオフィス内で、雅樹を見かけた。

　総務部長と話しをしているが、七海が用事のある社員は、その部長の近くにデスクがある。

　思わぬ形で雅樹へ近づくことになり、刹那に緊張が走る。こんな場所で意識をしても仕方ないと思うのに、姿を見て七海心は彼一色になってしまった。

「営業一課の有坂です。書類をお願いします」

「ありがとうございます」

　にこやかに笑顔を向ける女性社員に挨拶をし、その場を立ち去る。部長と話し込んでいる雅樹は、立ち話だというのに、真剣な顔そのものだ。

　もしかすると、七海が近くにいたことにすら、気づいていないかもしれない。それくらい、険しい表情で話し込んでいるようだった。

　せめて、挨拶くらいでも交わせたら……。そんな勝手な願望を持ちながら、オフィスを出て廊下を歩く。裏階段に続くドアを開けようとした瞬間、腕を掴まれた。

「あっ、雅……、副社長」

　ドキリとして振り向くと、小さく息を切らした雅樹が立っている。いったい、いつの間に追いついたのだろう。七海が目を丸くしていると、彼はすぐ側の部屋に、七海を引っ張り込んだ。

「二人きりになったから、雅樹でいい」

　七海がなにかを話すより前に、ぎゅっと抱きしめた。

「雅樹くん……。見つかりそうな場所は、マズイよ」

　会議室といい、レストランといい、突拍子もないところで迫られてくる。ここは、十五人ほどが利用できる小さな会議室だけど、誰かが入ってこないとも限らない。

　そんなリスクのある場所の鍵を閉めた雅樹は、突然唇を重ねてきた。あまりに力強くて、体が机にぶつかった。

「んっ……。んふぁ。だ、だめ……」

「少しくらい、いいだろう。俺が呼び止めたって、ちゃんとフォローしておくから」

　舌と口蓋に這わせながら、雅樹の手は遠慮なしに胸を撫で回す。シャツの上から、鷲掴みにして揉みしだいた。

「……ッン。そんなこと言ったら……、周りから質問攻めに遭っちゃう」

　瞬時に口唇は唾液で濡れ、雅樹は舌を絡め回すと唇を離した。

「書類の話しだったと言えば、みんな興味も失せるさ」

　言いながら雅樹は、七海を机に座らせる。そしてスカートを捲り上げると、ショーツをずり下ろした。

「ま、雅樹くん。ここで!?」

　いくらなんでも、大胆すぎる。目を見張る七海にお構いなしに、雅樹は膝立ちをして茂みに顔を入れた。

　合わさった花びらを、ざらざらとする舌で大きく舐め上げる。

「んぅっ。ああ　……、うんぅ」

　極力声を抑えようと、両手で口を覆う。静かな会議室で、蜜を吸い込む音が響いた。

「だめって言いながら、七海も感じてるじゃないか。もう、ここがこんなにトロトロ」

　舌を蜜口に押し入れ、膣内を自由に動き回る。雅樹は舌を抜き差ししながら、花びらを甘噛みした。

「……んあっ。んぅ」

　溢れ出る愛液は、七海の太ももを濡らす。雅樹はそれを舐めながら、ベルトを外し、硬く反り立った肉棒を露わにした。

「い、挿れるの？　会社で？」

「すぐ終わる」

　立ち上がった雅樹は、両手を机に置くと、屹立を押し入れた。蜜で濡れた膣は、まるで彼の塊を飲み込むかのように受け入れる。

「んはぁ。はぁぁん……。……んっ」

　七海は後ろに両手をつきながら、淫らな声を漏らした。外へ聞かれないように……と思っていても、たまらず声が出てしまう。

　雅樹の硬く反り立ったモノは、規則的に七海の膣壁を突いた。そのたびに机が軋み、より音が気になってしまう。

「本当は、こういうスリルがあるセックスも好きなんだろう？　昨夜より、濡れるのが早い」

　腰を速く振りながら、雅樹がいじわるく言う。七海は恥ずかしさに駆られながらも、反論できなかった。

　彼の言うとおり、感じている自分がいる。疼きが一直線に、背筋を走った。

「雅樹くんは……、場所を考えなさすぎ」

「俺にとって大事なのは、七海を抱くこと。それだけしか、考えていないから」

　雅樹はさらに速く腰を振りながら、硬い最尖端を七海の中に打ち付けた。

「……んくっ。あ……、はぁん。んふぅ」

　雅樹の熱い欲望を感じながら、七海は淫楽の絶頂へ向かった。






「本当に、雅樹くんって、突拍子もないことするのね。びっくりよ」

　服装を整えながら、雅樹に向かって軽く睨む。すると、すっかりスーツを正した雅樹が口角を上げて見た。その目は、七海の心を見透かしているかのように、笑っている。七海の心は、言葉とは反対だと分かっているようだ。

「せっかく社内で会えたんだ。理性がきかないときもあるさ。きみに追いついてよかった」

「わざわざ、私を呼び止めるために、早く話を終えたとか？　総務部長とお話してたものね」

「そういうこと。じゃあ、また今夜。俺が七海の家へ行くよ」

「えっ!?」

　雅樹は七海の肩を抱き寄せ、耳元で囁くと一足先に部屋を出た。今夜も会う約束はしていない。だから、あたり前のように言われ、しばらくあ然としていた。

　彼の強引さには、目を見張るものがあるけれど、けっして嫌ではない。それがどうしてか、はっきりと言えないけれど、なぜか居心地がよかった。

　そのあと七海もオフィスへ戻ると、運よく穂香も上司も離席中だった。電話もかかってきていないようだし、ホッとする。

　雅樹の刹那的な行動は、控えてもらおうと、心に決めていた。






　七海が一人暮らしをしているマンションは、郊外にある。といっても、それほど中心部から離れているわけではなく、車で三十分程度の場所だ。

　それまでのオフィスビルが並ぶ街から、徐々に高層ビルは減っていき、ファミリー向けから単身用のマンションが目立つ住宅街に入る。

　今朝、送ってもらったとはいえ、雅樹はこの場所を覚えているのだろうか。似たような建物ばかりな上、七海のマンションは大通りから外れたところにある。

　抜け道も多くあり、複雑な通りだから迷わなければいいけれど。そんな心配をしながら部屋で待っていたとき、インターホンが鳴った。

　時間を確認すると二十時半だ。雅樹が来たのだろうか。

「はい」

　インターホンに応答すると、低く色気のある声が聞こえた。

「俺だよ、雅樹」

「雅樹くん!?　ま、待ってね」

　予想できていたとはいえ、実際に雅樹が来たと思うと胸を膨らませる自分がいる。自然と足取りも軽くなり、玄関のドアを急いで開けた。

「ただいま、七海」

「お、お帰りなさい」

　本当に、彼がここへ帰ってきたわけではないと分かっている。彼の着替え類はここにはないし、帰宅途中に寄ってくれたのだろう。

　スーツ姿で手ぶらだ。ここへ泊まるつもりはないことは、彼の姿を見てすぐに分かった。それなのに、あえて〝ただいま〟と言われ、心ときめいた。

「車は来客用スペースに停めたんだけど、そこでよかったよな？」

　靴を脱いだ雅樹は、玄関を上がる。さりげなく靴を揃える姿は、彼の育ちのよさを感じさせられた。と、同時に、改めて彼を好きになる。

「うん、大丈夫。お仕事お疲れ様。狭い場所だけど、座って」

　１ＤＫの部屋で、ソファは置いていない。座るといっても、ベッドか床しかなかった。さすがに、雅樹を堅い床に座らせられない。

　ベッドを促すと、彼は遠慮気味に腰を下ろし、手招きをした。

　それは、〝こっちへおいで〟と言われているようで、七海は素直に従う。

　彼の隣に座った七海は、ドキドキしながら見つめた。

「なにか、飲み物持ってこようか？　喉乾かない？」

　話をしていないと、緊張してしまう。ぎこちなく言うと、雅樹はゆっくり首を横に振った。

「いいよ。あまりゆっくりできないから、飲み物より七海のほうがいい」

「え……？」

　ほとんど一瞬のうちに、雅樹の唇が重なる。七海の髪をかきあげ、耳に手をかけた雅樹は、舌を強引に押し入れた。

「んんっ……。……んふぁ」

　あっという間に呼吸が乱れるほど、強く舌を吸い付かれる。唾液の混ざり合う音に、七海の体は熱くなった。

　でも、雅樹は今夜はゆっくりできないようだから、この先はないだろう。それに、日中は社内で、秘密の色恋をしていたのだから、もう十分だ。

　そう思っていたのに、雅樹の手はするりと服の下へ伸びた。ルームウエアのカジュアルなＴシャツの下から、ブラジャーを押し上げ硬くなった突起を撫でる。人差し指と親指で摘むと、腹をころころと転がした。先端を刺激されているだけなのに、秘部に疼きを感じ始める。

　たまらず唇を離すと、彼の肩に寄りかかるようにうなだれた。

「……ンッ。雅樹くん、これ以上はやめて……」

　先へ進めないなら、もう弄らないでほしい。すると、雅樹は素直に手を離した。

「そうだな。あまりいられないから、ここまでにしよう」

　Ｔシャツを直した彼は、スッと立ち上がった。それに合わせて、七海も立ち上がる。

「もう帰るの……？」

　未練を感じながら、七海も立ち上がる。雅樹は迷うことなく、玄関へ向かった。

「ああ、少し読み込んでおきたい資料があってね。今夜は、帰るよ。また、明日」

「そうなんだ……」

　靴を履いた雅樹は、額にキスを落とすとドアを開ける。甘えたように見る七海は、彼を引き止められるのではないか、そう期待していた。

　それでも雅樹は、小さく口角を上げると「おやすみ」と言い残しドアを離した。パタンとゆっくり閉まったドアを見つめながら、寂しさが込み上げる。忙しい中、自宅まで来てくれただけでも、嬉しさでいっぱいになるのに、素直にそれだけを感じることができない。そんな自分が、嫌になる。

「お礼を、言えばよかった」

　ここへ来てくれてありがとうと、肝心な言葉を伝えていなかったと一人になり、後悔してしまった。






「はぁ……」

「どうしたの、七海？　今日は、朝からため息ばかりついてない？」

「えっ!?　そうかな？」

　穂香に指摘され、誤魔化すように目の前の書類を正していく。そんなにため息をついてたのかと、驚いてしまう。

　昨夜、ほんの僅かしか雅樹に会えなかったことが、心の中で消化不良になっている。もちろん、会いにきてくれただけでじゅうぶんなのに、欲張りな自分が出てしまっているのかもしれない。

　それだけ自分が、彼に心を奪われている……。気にかかるところもあるし、休憩になったら、彼に連絡をしてみよう。

　そう決めたら心が少し軽くなり、午前中の仕事がはかどった。

　昼休憩になり、一人でオフィスを出る。はやる気持ちを抑えながら、給湯室へ駆け込んだ。メールだけでも、送っておきたかったから。

　スマホを確認すると、七海が送るより先に、雅樹からメールがきている。一瞬にして胸が高鳴り、内容を確認した。スマホを操作する手が、震えてくる。

『昼休憩、もし一人ならこっちへ来て』

　そう書かれていて、七海は自然と足が動いた。小走りで階段へ向かうと、副社長室へ急いだ。

　雅樹のいるフロアに着くと、呼吸を整えてドアをノックする。しんと静まり返っていて、高揚した気持ちと共に、緊張も増してきた。

「はい」

　程なくして対応してくれたのは、雅樹の秘書である松原だった。思わず息を呑むほどの美人で、艶のあるストレートの黒髪が、印象的だ。

　知的な雰囲気の女性で、品がある。彼女も雅樹と同じ、二十代後半に見えた。

　ドアの向こうは秘書デスクになっていて、『松原』というネームプレートが置かれている。雅樹は、どこにいるのだろう。

「有坂と申します」

　緊張で萎縮してしまう。松原には、七海が訪ねてくることは聞かされているのだろうか。副社長室に、アポなしで来たら怪しまれてしまいそうだ。

　どうやって説明しようかと、迷っていると松原はニコリと微笑んだ。

「こちらへどうぞ」

「は、はい。ありがとうございます」

　秘書室の奥に副社長室のドアがあり、松葉は丁寧に案内してくれた。ドアが開けられると、そこは落ち着いた部屋になっていた。

「副社長、有坂さんがお見えです」

「ああ、ありがとう」

　デスクから立ち上がった雅樹が、穏やかな笑みで側に来る。松原は気を遣うように、ドアを閉めた。

「大丈夫だった？　急に誘ったけど、誰かと一緒じゃなかった？」

「ううん、大丈夫。今日は、一人だったの。だから、タイミングがよかった」

　七海の笑顔はこぼれるようで、胸の高鳴りを隠しきれない。そんな七海に、雅樹はクスッと笑った。

「お昼を、一緒に食べないかなと思って。外に一緒にはいけないから、ここはどうかなって」

「う、うん！　じゃあ、急いでなにか買ってくるね。ご飯、なにも持ってきてないから」

　苦笑した七海は、身をさっと反転させると、部屋を出ていこうとする。すると、咄嗟に腕を掴まれた。

「買ってあるから、一緒に食べよう」

「え？　そうなの？」

　お昼を一緒に過ごせるだけでも、舞い上がりそうなほどに嬉しいのに、用意までしてくれたことに心を打たれた。

「こっち。時間がないときは、ここで済ませること多いから」

　雅樹は軽く腕を引っ張り、七海を奥へ連れていく。副社長室は茶色のインテリアで統一をされ、七海の背丈ほどの観葉植物が置かれている。

　デスクより奥のスペースには、ソファセットが置かれていた。窓が近くにある分、自然光が差し込み、開放的な雰囲気になっていた。

　一枚板で作られたリビングテーブルには、ケータリングの食材が置かれていた。ピザやパスタ、ラザニアやサラダなど、どれも美味しそうなものばかりだ。

「凄い……。本当に、一緒でいいの？」

「もちろん。七海がだめだったら、松原さんと食べるつもりだったから」

　雅樹は七海をソファに座らせると、自分は隣に座る。思いがけず松原の名前が出てきて、七海の心はざわついた。

　彼女は大人っぽく、美人な人だ。まさか、美人秘書が雅樹の側に毎日いるとは、七海とっては予想外だった。

「雅樹くんに、あんな綺麗な秘書さんがいたなんて知らなかった。毎日、お昼は一緒なの？」

　自分がヤキモチを妬いていると自覚して、恥ずかしくもなるけれど、気になって仕方ない。不安げに雅樹を見ると、彼はクスッと笑った。

「七海が、心配することじゃない。松原さんは、既婚者だから。素敵な旦那さんがいるんだよ」

「そうなの!?」

　思わず、表情が緩んでしまう。夫がいる女性だと分かり、心からホッとしていた。

「そうだよ。それにしても、七海が嫉妬をしてくれて嬉しいな。少しは、初恋のお兄ちゃんに勝てたかな？」

「え？　そういえば、お兄ちゃんのこと忘れてた……」

　いつだって、心の片隅には初恋の彼がいた。それなのに、雅樹といると思い出さなくなっている。

　短い期間の間で、こんなにも雅樹に心を奪われている。理屈ではない思いが、七海の中に沸き起こっていた。

「よかった。七海は、俺だけのものだから」

「うん。もちろんよ。だから、もうお兄ちゃんのことはいい」

「いいって？　探さないってことか？」

　確認をするように、雅樹は顔を覗き込む。少し驚いたような彼に、小さく頷いた。

「うん。だって、手かがりはないし、きっと素敵な恋人がいるはず。今さら、お兄ちゃんに会ったって、どうしようもないだろうから」

　思い出として、心の中にしまっておこう。今まで、二十年もモヤモヤしていた気持ちが、すっきりするようだった。

「本当にいいのか？」

「うん、いいの。なんだか、雅樹くんといると、心が満たされるから」

　照れくさく感じながら、彼に笑みを向ける。すると、雅樹は熱い眼差しで見つめてきた。その表情に、七海も心から彼を見つめる。

「七海がそう思ってくれた気持ちを、俺はこの先ずっと大切にしていく。だから、本当にきみを離さないよ」

「うん……。嬉しい。私も、離れないから」

　自然とお互い顔を近づけながら、唇を重ねる。間髪入れず、雅樹の舌が押し込まれた。それに応えるように、七海も自分の舌を絡ませる。

「んぅ……」

　雅樹のキスに、頭がクラクラしてきたとき、不意に唇が離された。それを、名残惜しく思う自分がいる。

「続きは今夜。はい、これ。七海に渡しておく」

「え？　これって、鍵……？」

　彼がズボンのポケットから取り出したものは、カード型の鍵だった。ベージュ色のシンプルなものだ。

「俺の部屋の鍵だから、仕事が終わったら先に帰ってて」

「私が勝手に部屋へ入っても、本当にいいの？」

　驚きつつも、嬉しさが胸に込み上げる。雅樹が不在の自宅へ呼んでもらえるというのは、それだけ信頼されているからだ。頬が緩む七海に、雅樹は穏やかな笑みを見せた。

「ああ、もちろん。部屋の中は、好きに使っていい。きみが触れてはいけない場所は、俺の家にはないから」

「ありがとう……」

　一枚のカードキーに、どれほどの雅樹の想いが詰まっているのだろう。七海はそれを、ぎゅっと握りしめた――。






　朝からのため息はどこへ飛んだのか――そんなツッコミを穂香から受けてしまった。自分のモチベーションが、雅樹の行動一つでいくらでも変わっていくことに、自分でも微笑んでしまう。

　午後からの業務にはより一層集中できて、残業もほとんどすることなく退社した。使ってはいけない場所はないと言われたから、今夜は雅樹に手料理を振る舞うつもりだ。一度、自宅へ戻りエプロンを取ると、近くのスーパーで食材を買ってマンションへと急いだ。

　今夜のメニューは、魚の煮つけと野菜の煮物。それに味噌汁という和食だ。夜が遅くなる彼のために、体に少しでも優しいものを選んでみる。

　一度来ただけで、ゆっくりと雅樹のマンションで過ごしたことはない。改めて、リビングへ足を踏み入れると、部屋いっぱいに夜景が見渡せた。

　大きなガラス窓に近づくと、まるで宝石を散りばめたような景色に圧倒させられる。この景色を、雅樹はいつも一人で見ているのだろうか。

　それとも、他の誰かとも見ていたのか。つい気になってしまう。見渡す限り、モノトーンのシンプルなインテリアで、女性を連想させるような物はない。

　他の部屋はどうなんだろうと思いつつ、さすがにドアを開けて見て回る気はなかった。せっかく、雅樹が呼んでくれたのだから、余計なことを考えず、夕飯を作ろう。彼が帰ってきたときに、料理ができているように……。






　一時間半後、夕飯が出来上がったタイミングで、雅樹が帰宅してきた。七海が出迎えるより早く、彼がリビングに着くと、ダイニングテーブルに視線を向けて目を見張った。

「ただいま。もしかして、ご飯を作ってくれた？」

「お帰りなさい。うん。雅樹くんの口に合うといいんだけど……」

　彼の言葉に甘えて、キッチンを使わせてもらったけれど、不安なのは好みに合うかということ。思い返してみれば、雅樹の好きな食べ物を聞いたことがなかった。

「ありがとう。嬉しいよ。でも、気を遣わなくていいんだぞ？」

「ううん。そうじゃないの。昨夜、雅樹くんが来てくれたのに、私、お礼も言わなかったでしょう？　だから、せめて夕飯くらいは作りたいなって思って」

　言葉にすると照れくさいけれど、雅樹には素直な気持ちを伝えたい。

「俺が強引に行ったようなものなのに。いいんだよ。七海は、俺の側にいてくれるだけでいい」

「ありがとう、雅樹くん。だけどね、昨夜はちょっと思っちゃったの。なんか、その……中途半端で終わっちゃったでしょ？　それを、寂しいというか、未練がましく感じちゃって。それで、お礼も言い損ねちゃって……」

　だから、雅樹こそ、気遣いの言葉を見せてくれなくていい、そう言いたかった。だけど、雅樹は七海が続きの言葉を発する前に、その唇を塞いだ。

「……んっ。雅樹くん……ご、はん……」

「ごめん、あとにする。今は、きみが欲しい」

　雅樹に力任せに口づけをされ、弾みで冷蔵庫に背中が当たる。でも、それもお構いなしに、彼はキスを続けた。

　口蓋を舐め回し、大きく舌を絡めていく。その間にも、雅樹はジャケットを脱ぎ、ネクタイを外すと、それを放り投げた。

「んふ……。雅樹くん……」

　雅樹がシャツの第一ボタンを外すと、彼のくっきりと浮き立つ鎖骨が見える。その姿を目にしただけで、七海の心はときめいた。

「七海の言葉は、俺の心をくすぐるんだよ。昨夜の続きを、ここでしてしまおう」

「えっ？　ここで？」

「そう、ここで……」

　耳元で囁いた雅樹は、七海の髪をかき上げると、首筋にキスをする。吸いつくようなキスで、鈍い痛みとともに、快感も走る。

　さらに、雅樹の手は服の下へ潜り込むと、ブラジャーのホックを外した。

「見せて、七海の丸い胸」

　シャツと捲り上げられると、一緒にブラジャーも乳房の上まで押し上げられる。露わになった七海の乳房は、エプロンで擦れてあっという間に尖端が硬く勃った。

　雅樹はエプロンの両脇から手を入れると、乳房を揉みしだいた。

「んぅ……。んふぅ」

　指の腹で尖端をなぞられ、体が跳ねる。乳首を摘ままれるたびに、背中にぞわっと快感が走った。そして、大きく揉み上げられる乳房は、彼の手の中でたぷんと揺れる。

「エプロン姿の七海を抱くっていうのも、ぞくぞくするな。きみのここは、どうなってるだろう」

　満足げな雅樹は、その場で膝立ちをすると、ショーツをずり下ろす。そして、すでに蜜が溢れ艶めいている茂みへ、顔を埋めた。

　彼の舌が、秘部に挿入されていく。とろとろになった七海の蜜口は、すんなりと雅樹の舌を滑り込ませた。

「ひゃああん。雅樹くん……そんなに、動かしちゃ……だ……め」

　舌が膣壁に当たり、擦りつけられる。特に左側ばかりを攻めてくるのは、七海が感じるのを知っているからだ。

「本当は〝気持ちいい〟だろう？　動かすたびに、熱い液が垂れてきてるよ」

「も、もう……。恥ずかしぃ。……ンァ」

　花弁を甘噛みされて、ひくひくと痙攣をしてくる。顔を離した雅樹は、指で陰核をなぞるように刺激した。

「んはぁ！　あんぅ」

　濡れて熱を帯びる膣内に、雅樹の指が一本、二本、そして三本と入っていく。股を開かせて、彼の筋張った指が何度も抜き差しされた。

「んふぅ。んぁ……。んぁ」

　蜜が絡みつく粘着音とともに、愛液は太ももを伝うほどに溢れ出る。雅樹は、その愛液も舐めるように舌でなぞった。

「とろとろだな。七海は、本当に感じやすい。一番、どこが気持ちいい？　ここ？　それとも、ここ？」

　そう言いながら、雅樹は陰核を擦り、花弁を撫で回す。そして、蕾を強く摘まむと、七海の体がぴくんと跳ねた。

「んぁ！　どこも……。ぜ、全部……」

「全部？　そうかなぁ。きっと、俺のを挿れたほうが、一番気持ちいいと思うよ」

　意地悪く言った雅樹は、立ち上がると七海に背中を向けさせる。すっかり力が抜けてしまって、すがるように冷蔵庫の扉へ手をついた。

　雅樹の望むことが分かるから、鼓動がどんどん速くなる。肩で息をする七海は、恍惚として俯うつむいた。

「挿れるよ」

　ベルトを外す音が聞こえ、ズボンが下ろされる。雅樹の手が七海の臀部でんぶを掴むと、硬く反り立った肉棒がためらうことなく挿入された。

「んぁぁ……。はぁん。っく……」

　雅樹は、前後にゆっくりと腰を動かす。七海の背中に覆い被さるようにして、雅樹の手はエプロンの下へ伸びた。
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「七海の中が熱い。それに、ここもこんなに硬くさせて。気持ちいい？」

　彼の両手が、七海の二つの乳房を弄っていく。突起部分を摘まみながら、指でころころと転がした。

「気持ち……いい。……ンッ。あんぅ……」

　冷蔵庫の扉に手をついて、雅樹のピストン運動に応えるだけで精一杯だ。背後から突かれると、より雅樹の屹立が奥深くに挿入される感覚だった。

　今までのセックスと同じように、雅樹のモノは左の膣壁を強く突いてくる。

「もっと、気持ちよくなって」

「アンッ！　んふぁ……。はぁ、はぁ……」

　徐々に動きを速める雅樹は、乳房を弄る手もスピードを上げる。痛いほどに揉み上げられる感覚と、子宮の奥を突かれる衝撃で、七海の体は大きく揺れた。お互いの太ももがぶつかり合う、乾いた音が響く。

　雅樹の手は、腰の動きと共に、両方の乳房を揉みしだいていた。

「あん……。あぅん。んはぁ」

　足がガクガクと震えてくる。雅樹の屹立が最奥に当たり、膣内で突き上げられるかのようだった。

「……ッン！　はぁ……。はあ。はぅん……」

　丸く張りのある七海の尻を鷲掴みにした雅樹は、それまで以上に腰の振りを速める。息つく間もなく膣内を突き上げられ、ひたすら艶めかしい声をあげていた。

「んはぁ。はんぅ……。あっ……ンッ」

「もう……、イクね」

　彼の囁く声とともに、七海はこの上ないほどの声をあげていた――。






「気持ちいい。ここは、風がよく吹くのね」

　夕食を済ませると、雅樹の勧めでルーフバルコニーへ出る。ここは、寝室まで繋がっている広い庭だった。

　ガーデニングやテーブルセットを置くことができると教えてもらったが、今はなにひとつない。

　毎日多忙な雅樹の事情を考えれば、それは当然かもしれなかった。

「高層階だからね。普段は、あまりバルコニーには出ないんだけど、今夜は七海が一緒だから」

　言いながら雅樹は、軽く唇を重ねた。ライトな口づけでも、七海には嬉しく感じる。控えめに微笑み合うと、再び夜の景色へと視線を変えた。

　前回、ここへ来たときは明け方に帰ったけれど、今夜はもう少ししたら出よう。いつか、ゆっくり泊まれたらいい。

「雅樹くん、もう少ししたら帰るね。雅樹くんって、朝が苦手でしょ？」

「あ、分かった？　そのとおり。ちょっと苦手でさ。でも、遠慮しなくていいから、泊まっていけばいいのに」

　名残惜しそうな彼の表情を見て、それだけで満足になる。別れ難がたいと思ってくれているだけで、じゅうぶんだった。

「着替えを持ってきてないから。雅樹くんさえよかったら、いつか泊まらせてね」

「いつかなんて、曖昧なこと言うなよ。俺としては、別に今日でも明日でもいいんだ。なんなら、ここへ来る？」

　どこまで本気で言っているのか分からないけれど、七海は笑顔で誤魔化した。

「離れてる時間も、お互いの想いを強くするかもしれないから」

　本当は、彼の言葉をそのまま受け取って、毎日でも訪ねたいくらい。でも、彼の本心がまだ分からなくて、軽く流してみた。

「そっか。きみがそう言うなら、仕方ない」

　雅樹が肩を落としてため息をついたとき、不意に七海のスマホが鳴った。誰かからの電話だ。

「ごめんね、雅樹くん。ちょっと、確認してくる」

　こんな遅い時間に誰だろう？　リビングへ戻ると、テーブルに置いていたスマホを手に取った。

　ディスプレイには、『圭太けいた』と表示されている。

「やば……」

　圭太は、七海の幼なじみの同級生で、中学までが一緒だった。その後は、お互い進学で高校が別々となったことと、七海の実家が引っ越したことで、自然と疎遠になっていた。

　その圭太とは、一カ月ほど前に同窓会で再会して、連絡先を交換していたのだ。子供の頃の印象は、明るくお調子者といった感じだったけれど、久しぶりの彼は少し派手で、軽い雰囲気に変わっていた。

　彼に若干の抵抗があり、七海からは連絡をしていなかったけれど、まさか、このタイミングで電話がかかってくるとは思わなかった。

　久しぶりに意気投合したとはいえ、お互いが友人のひとりにすぎなかった。だから、連絡を取り合っていなかったのに。

「七海、誰？　急ぎなら、遠慮しなくて出ていいぞ？」

　雅樹も部屋へ入ってきて、ますます焦ってしまう。答えに迷っているうちに、着信音は切れた。

「あ、大丈夫。友達からだったから、あとでかけ直すわ」

「そうか……」

　怪しまれただろうか。その心配をしながら、バッグに電話をおさめる。圭太からまた電話がかかってくるかもしれないから、今夜はもう帰ろうと七海は思った。

　本当はもっと一緒にいたかったけれど、彼の前で他の男性からの連絡を取る勇気がなかった。

「雅樹くん、私そろそろ帰るね。今なら、電車に間に合うし」

「もう？　分かった。じゃあ、送るよ」

　雅樹の表情が、少し腑に落ちないように見えるのは、電話の相手が気になっているのか。それとも、早々に帰ろうとしているからなのか。

　七海は気になりつつも、聞くことをためらってしまった。

「ううん、電車で帰るから大丈夫。悪いもの。じゃあ、また明日ね」

　名残惜しいけれど、彼の車でまた電話がかかってきても困る。家へ帰ったら、すぐに圭太に電話をしようと決めた。

「分かった。じゃあ、気をつけて。それから、家に着いたらすぐに連絡くれる？　無事に帰ったかだけでも知りたいから」

「うん。分かった」

　唇を重ねると、七海は雅樹の部屋をあとにした。今度はもう少し、ゆっくりできらいいのに。そんな思いを抱きながら、駅までの道を急いだ。






　七海が自宅へ着いたのは二十三時半頃で、雅樹へメールは送ったが、圭太への連絡は控えた。半分気乗りしなかったこともあり、遅い時間を言い訳にして自分を納得させる。圭太は、いったいなんの用で電話してきたのだろう。また、かかってくるだろうか。

　子供の頃は、家が近所ということもあり一緒に遊んだこともあった。けれど、高校生から離れてしまい、それっきりの関係だ。

　社交的で楽しいノリは変わっていなかったけれど、雅樹の存在があるからか、幼なじみといえど、気軽に連絡を取り合うのが憚はばかられる。

　同窓会では、なにげなく連絡先を交換したけれど、浅はかな行動だったのだろうか。今さら後悔や迷いを感じてしまい、大きくため息をついてしまった――。






「七海、一緒に資料室に行かない？」

「え？　資料室？」

　翌日、普段どおりに出勤をすると、穂香がそわそわした感じで声をかけてきた。資料室は業務でたまに使うけれど、わざわざ連れ立って行くほどの場所ではない。

　七海は首を傾げながら、穂香を見た。

「実は、さっき聞いたんだけど、副社長が資料室に来てるんだって。それとなく、近くで見たくない？」

「えっ？　副社長が？」

　雅樹の名前が出てきて、ドキッと緊張してしまう。昨夜の一緒に過ごした時間を思い出し、胸が自然と高鳴っていた。

　もちろん、社内でも彼に会えれば嬉しい。だけど、付き合っていることが秘密である以上、不用心に近づくわけにもいかない。

「だったら、ここで待ってても、副社長の姿は見えるんじゃない？」

　そもそも、資料室はこのオフィスの一番奥にある。たしかにここからだと、正反対の位置にあるから、見えづらいかもしれない。

　だけど、雅樹がこの近くを通るかもしれないのだし、資料室まで行く必要はない気がする。そう思う七海とは違うのか、穂香が不満げに口を尖らせ言った。

「向こうのドアから帰るかもしれないじゃない。ちょっとだけ見に行ってみようよ。ちょうど、去年のカタログが欲しかったところだし」

「本当に行くの？」

　まったく気乗りのしない七海の腕を、穂香は強引に引っ張った。仕方ない。始業前だし、ほんの数分程度なら付き合ってみよう。

　渋々立ち上がった七海は、穂香と並んで資料室へ向かった。資料室は、業務中は常に開錠されていて、誰でも入ることができる部屋だ。

　過去の販売車のカタログや、売上実績などが載っている資料が置かれている。穂香と部屋へ入ると、さっそく雅樹と顔を合わせた。

　年配の男性と一緒だが、どうやら役員らしい。穂香も緊張が走ったのか、前かがみになって二人の横を通り過ぎる。

「お疲れ様です……」

　二人で、そう言うのが精一杯だ。雅樹とは目が合ったけれど、ただそれだけ。僅かでも微笑み合うことはなく、自然と視線が外れた。

「七海、緊張するね」

　二人とは離れた場所にいくと、穂香が小さな声で話しかけてきた。

「うん。私たち、入ってよかったのかな？　とりあえず、探すもの見つかったら、早めに出ようよ」

「うん。それがよさそうね」

　穂香と手分けをして、カタログを探す。その間にも、雅樹たちの会話が聞こえてきた。彼の声が聞こえるたびに、とくんと胸がときめいてくる。

「副社長、これが一昨年のものですが」

「ありがとう。これなら、よさそうだな。他には？　できたら、去年のものも欲しいんだが」

　パラパラと、紙をめくる音がする。いったい、なにを探しているんだろう。そんなことまで考えてしまうほど、雅樹が近くにいると、彼のことばかりを考えてしまう。

　穂香と離れて資料を探していると、靴音が聞こえてきた。穂香がカタログを見つけたのだろうか。

「ねえ、穂香……」

　なにげなく振り返ると、そこに立っていたのは雅樹だった。

「あっ……」

　思わず声を出した七海に向かって、雅樹は人差し指を自分の口へ当てる。静かにしろと言っているようだ。

　一メートル八十センチ以上ある棚が目隠しになっているとはいえ、いつ穂香たちに見つかるか分からない。

　その状況でも、雅樹は静かに七海の顎を引き上げると、唇を重ねた。それからすぐに離されたけれど、一瞬のことでも七海にとっては胸がいっぱいになる。

　会話を交わすことすらできないけれど、想いが通じ合っていることが分かって、心は満たされていた。

「七海ー？　見つかったよ」

　穂香の声がして、ギクッとする。

「七海、呼ばれてるよ」

　雅樹は耳元で囁くと、軽く背中を押す。もっともっと、彼と一緒にいたい。そんな名残惜しい気持ちを感じながら、穂香の元へ向かった。

「見つかったよ。七海、付き合ってくれて、ありがとう」

「ううん。いいよ。じゃあ、戻ろうか」

　雅樹たちは、まだ話をしていて、彼らに挨拶をすると七海たちは部屋を出た。

「緊張したねー。でも、副社長を見れてよかった」

　デスクに戻りながら、穂香は興奮気味に言った。

「そうね。それにしても、副社長ってそんなに人気があるのね」

　改めて雅樹の人気が分かるようで、嬉しくも複雑な思いがする。すると、穂香は大きく頷いた。

「そりゃあ、そうよ。今日だって、他の部署の子から聞いたんだから。その子も、テンション上がってたもん」

「へぇ。そっか」

　雅樹と付き合っていることが知られたら、周りはどんな反応を見せるだろう。そして、そんな日は来るのだろうか。

　それを考えたら、七海の心は静かにざわついた――。

















四章　再会のち、溺愛












　雅樹と付き合い始めてから、二週間が経った。その間、思った以上に彼とプライベートで会うことがなく、連絡はもっぱらメールばかり。

　たまに電話もするけれど、わずかな時間だけだ。それに、休日でさえ雅樹は出勤があり、なかなか一緒に過ごせない。

　社内でも、まるで見かけなくなり、寂しさと恋しさが募っていた。

「金曜日なのになぁ……」

　今夜は残業もなく、時間がたっぷりとある。自宅に帰り着いたのが、十九時半だった。週末の街は、飲みに繰り出す団体や、デートに向かうカップルでいっぱい。

　そんな中で、真っすぐ帰宅した自分が少し惨めだった。

　雅樹からの誘いがないのは、多忙だということ。寂しいからといってワガママは言えないしで、七海のフラストレーションは溜まる一方だった。

　食事を作る気にもならず、コンビニで買ってきた惣菜を味気なく食べ終える。そして、テレビをつけようとしたときだった。

　ピンポーンとインターホンが鳴り、重い腰を上げる。たぶん、数日前に頼んだ通販が届いたのだろう。

　時間指定どおりに、配達されてきたらしい。

「はーい」

　確認もせずドアを開けると、そこには雅樹が立っていた。

「ま、雅樹くん!?」

　突然の来訪に驚きつつ、会いに来てくれたことが七海にとっては心から嬉しかった。雅樹はスーツ姿だから、会社から直接来てくれたのだろう。

　七海のほうは、ルームウエア用のワンピースで、ラフな格好をしている。こんなことなら、着替えずにいればよかったと心の中で思ってしまった。

「今夜、大丈夫だった？」

「も、もちろんよ」

　以前、来てくれたときのように、早く帰ってしまうのだろうか。彼の格好と手ぶらなところを見ると、ここへ泊まる気はないみたいだ。

「七海は、もう夕食済ませた？」

「うん。でも、雅樹くんがまだなら、なにか作るよ？」

　さっそく台所に向かうと、瞬時に腕を掴まれた。

「いや、大丈夫。食べてきたから」

「そうなの？」

　この時間で食事を済ませられたということは、雅樹の仕事も早く終わったのだろう。それなら、少しくらいは長く一緒にいられるかも……。

「ああ。七海も疲れてるだろうから、自分のことは自分で済ませてきた」

　クスッと笑う彼に、七海もより笑みが大きくなる。雅樹を部屋に招きいれると、彼に強く抱きしめられた。

「こうやってゆっくりできるのは、本当に久しぶりだな」

「うん……。二人の時間が欲しくてたまらなかった」

　七海も彼の背中に手を回し、胸に顔を埋める。雅樹の温もりを感じるたび、安心感に包まれた。

　今夜は、時間を気にしなくていい。そう思ったら、彼にとことん甘えたくなってくる。このまま、ベッドに押し倒されてもいい、そんな思いに駆られていたとき、インターホンが鳴った。

　なんて、タイミングが悪いのだろう。ため息をつきながら、雅樹から離れた。

「たぶん、宅配便だと思う。通販で、頼んだものがあるの」

「そっか。じゃあ、待っておくよ」

　がっかりする七海とは違い、雅樹は余裕の表情を見せている。そういうところが、七海にはもどかしくもあり、彼に惹かれるところだった。

「はい」

　宅配便だと思い、今度も確認することなくドアを開けると、そこには白い歯を見せ調子よく笑う圭太がいた。

「よお、七海」

「えっ!?　ど、どうして？」

　圭太がここにいるのか、あとの言葉が続かない。同じ不意打ちの訪問でも、雅樹と違って圭太は困ってしまう。

　しかも、今は雅樹もいるというのに。

「同窓会で、ここに住んでるって教えてくれたじゃないか」

「そ、そうだっけ？」

　言われてみれば、会話の流れで話した気がする。だけど、まさか突然訪ねてくるとは思わなかった。

「前に電話したのに、出てくれなかったろ？　かけ直してもくれないから、こっちから来たよ」

「ごめん……」

　雅樹のマンションにいるときにかかってきた電話を、結局放置したままだった。それ以来、圭太からは電話がかかってこなかったから、すっかり頭から抜けていた。

「七海、誰？　上がってもらう？」

　背後から近づいてきたのは雅樹で、その声にビクッとしてしまう。きっと、圭太の声が聞こえたから、様子を見にきたのだろう。

「あれ？　先客がいた？」

「うん。付き合っている人なの。だから、ごめんね」

　七海の側から覗き込むようにして見た圭太は、眉をしかめた。

「へぇ。なんか、どこかで見たことがあるような気がするけど」

「そんなことあるわけないじゃない。ごめん、本当に……」

　これ以上、圭太と話しをすることも気まずい。さっきの雅樹の口調は、トーンが低くなっていて少し怖かった。

「ちぇっ。じゃあ、また来るよ」

　圭太は不貞腐れたように、肩を落として帰っていく。それを確かめた七海は、ドアを閉めた。

「別に、慌てて追い返さなくてもいいんじゃないか？　それとも、なにかやましい間柄だった？」

　背中越しに聞こえる雅樹の声に、七海の背筋には冷たいものが走る。思ったとおり、雅樹は不快に感じているようだ。七海は振り向くと、努めて笑顔を見せた。

「ううん、違うよ。だって、今は雅樹くんと一緒なんだし、さすがに上がってもらうわけにはいかないじゃない」

「じゃあ、俺がいなければ、上がってもらってたってことか」

　腕を組んだ雅樹は、冷たい視線を注いでくる。どうやら、完全に誤解されているらしい。弁解をしなければと、必死になっていた。

「そんなことないよ。雅樹くんがいなくても、絶対に部屋には上げてないから」

「でも、わざわざ七海の家まで訪ねてくるくらいだろ？　簡単に引き返してくれるとは限らないじゃないか」

　雅樹はそう言い放つと、奥へ戻っていく。なんとか、彼に弁解をしなくてはと思っていると、メールが入ってきた。

　気にするつもりはなかったのに、数件立て続けに入ってくる。いったい、誰が送ってきているのか、無視できなくて確認をすると圭太からだった。

〝また行く〟とか〝彼氏の名前はなに〟など、七海にとっては憂鬱に思える内容だ。深いため息をつくと、雅樹が側へ近づいてきた。

「さっきの彼から？」

「え？　どうして、分かったの？」

　思わずスマホを引っ込めてしまい、後ろめたさを露骨に出してしまった。だけど、彼が気づいているのなら、誤魔化しようがないけれど。

「ため息で分かったよ。随分、七海にご執心のようじゃないか」

「そんなんじゃないよ。だいたい、ずっと疎遠になってたし、同窓会で会ってからも、一カ月以上は連絡もしてこなかったくらいだから……」

　それなのに、圭太が急に行動的になってきて、七海も戸惑いでいっぱいだった。

「久しぶりの再会で、七海を思い出したんだろう。きっと、きみのことを好きだったということだと思うよ」

「それは、雅樹くんの気にしすぎよ。彼はね、私の幼なじみなの。だから、懐かしいだけよ」

　隠し事をするような関係じゃない、それを伝えたいけれど、雅樹に分かってもらえるだろうか。

「圭太だろ？　小さいときから、七海のことが好きだったじゃないか」

「え……？」

　さらっと言われたけれど、圭太という名前を口にしただろうかと頭が混乱する。雅樹の前で、違う男性を親しく呼ぶことに抵抗があり、さっきから圭太の名前を呼んでいなかったはずなのに。

　どうして、雅樹が知っているのだろう。スマホを覗き込まれていた……？　あ然としていると、雅樹が続けた。

「田畑圭太。七海の同級生で、近所に住んでた男の子。昔からやんちゃで、年上にも生意気な態度を取る。俺には、あいつはそんな印象だ」

「ちょっと待って……。なんで、雅樹くんが圭太のことを知ってるの？」

　それも、かなり詳しく知っている。ますます訳が分からなくなり、動揺を隠せなかった。

「ここまで言っても、まだ分からない？　三人で、おままごとしたこともあったろ？　七海は、いつもオムライスを作ってた。そして、俺に真っ先にくれていたんだ」

「それって……。まさか。雅樹くんが、あのお兄ちゃんなの？」

　その思い出を知っているのは、七海と圭太と、初恋のお兄ちゃんだけだ。近くの公園で、お兄ちゃんが学校から帰ってくると、しょっちゅうおままごとをしていた。

　もちろん、お兄ちゃんは旦那様役で……。思い出を辿りながらも、どうしてもあの頃の彼の顔が出てこない。

　シルエットとイメージだけが残っているが、とても優しくていつも七海を大切にしてくれていた。そう、まるで雅樹のように――。

「そうだよ。七海はいつも、雅兄ちゃんって、俺を呼んでた」

　口角を上げる雅樹を、呆然として見つめるだけ。まさか、ずっと心の片隅にいたあのお兄ちゃんが、雅樹だったとは思わなかった。

　だって、そんな素振りはひとつも見せていなかったのだから。そう思いながらも、これまでの雅樹の行動で、心当たりがあるものもある。

　オムライスが好きなこと、時間にこだわりがあることなど、偶然にしてはよく気づいていた。あれは、子供の頃から知っていたからだったなんて。

　ずっと会いたかった〝お兄ちゃん〟を前にして、七海の目には涙が浮かんでくる。視界がぼやけてきて、瞬きとともに頬に一筋こぼれた。

「ずっと、会いたかったんだから。どうして、早く言ってくれなかったの？」

　思わず雅樹の胸に飛び込んで、逞しい彼の体を抱きしめる。やっと会えた初恋の人を前に、感動で胸が熱くなっていた。

「九歳の頃の俺を、超えたかったんだ。七海には、素敵な思い出になってるみたいだったから」

　少し、茶目っ気のある言い方で、雅樹は穏やかに微笑んだ。今となれば、初恋の人に重ねて見てもいいと言ってくれたことに、大きく納得する。

「もう、雅樹くんってば。ねえ、お兄ちゃんを探すのを、協力してくれるとも言ってたでしょ？　あれは、どうするつもりだったの？」

　雅樹に抱きしめ返されて、七海は目を閉じた。初恋の人のことは、こだわらないつもりだったけれど、雅樹がその人だったと分かると、やっぱりそれまで以上の愛おしさを感じる。

　きっと、心は彼を覚えていたのだろう。だから、雅樹と過ごした時間は短いのに、これほどまでに惹かれ、安心できたのだとしみじみ思う。

「きみに、どのタイミングで名乗ろうか――そういう意味だったんだ。だけど、もうあの頃の俺を探さないと言ってくれたのは、嬉しかった」

「うん……。だって、思い出にできたから。でも、雅樹くんがお兄ちゃんだと分かったから、またいろいろ思い出しちゃう」

　顔を上げると、雅樹は優しく微笑んだ。それは七海同様、満足に満ちた目で……。

「構わないよ。思い出話しをたくさんしよう」

　そう言った雅樹は、七海の体をゆっくり離す。何時まで、ここへいられるのか、それを七海が聞く前に、彼は顎を引き上げた。
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　ドキッと胸を高鳴らせる七海に、雅樹は静かに言った。

「でも、圭太の話しは控えめに。あいつには、七海を渡さないよ」

「圭太とは、本当にそんな関係じゃないもの」

　鼓動が速くなり、体が温かくなってくる。ときめく気持ちを、抑えきれなかった。

「七海がそう思っても、彼は違うよ。あの頃から……、五歳の頃からきみのことが好きなはずだ」

　真っすぐに見つめられると、視線をそらせなくなる。圭太の本当の気持ちは分からないけれど、雅樹の嫉妬が感じられて嬉しかった。

「そうなのかな……？　でも、たとえそうでも、私は雅樹くんが好き」

　その偽りない言葉を伝えると、再びお互いを抱きしめ合う。安心できる彼の胸の中にいると、耳元で囁かれた。

「今夜は、うちへ泊まりに来ないか？　ゆっくり昔を語れるから」

「うん、そうする……」

　彼の提案を迷いなく受け入れると、着替えの準備をする。そして、雅樹の車で彼のマンションへと向かった。






　二人が寝支度を整え、ベッドに入ったときには、時刻は二十三時になっていた。熱く彼に抱かれる夜もいいけれど、ゆっくり過ごせる時間も大切だ。

　お互い温もりを感じながら、子供の頃の話をしていた。

「雅樹くんって、圭太のこともフルネームで覚えてたのね。じゃあ、私のこともすぐに分かった？」

「当時、小三だったからな。結構、覚えてるさ。ただ、七海に会ったときに、すぐには気づかなかった。きみの名字を聞いてピンときて、それでフルネームで確信したよ」

　雅樹は七海の髪を撫でながら、ゆっくりと説明をする。まさか、彼と思い出話ができるとは思っていなくて、不思議な気分にもなる。

「すごい。私は、全然分からなかったもん。でも、圭太がさっき、雅樹くんに見覚えがあるように言ってたから、私だけが分かってなかったみたい」

　苦笑する七海に、雅樹もクスクス笑った。

「まだ五歳だったんだから、仕方ないよ。それに七海は、あの頃から忘れん坊なところがあったし。でも、それがよかった」

「どうして？」

「だって、思い出のお兄ちゃん抜きに、俺を見てもらえたから」

　雅樹の言葉が、七海の心に響き渡る。だから、なかなか本当のことを言ってくれなかったのかもしれない。

　雅樹は、思い出を抜きに、向き合ってほしかったのだろう。

「雅樹くんは、あの頃は私のことをどう思ってた？　未練がある人がいたんだよね？」

　今となれば、彼のあの言葉は気にかかる。雅樹の心を掴んだ人は、いったいどんな人なのだろう。

　聞きたいような、聞きたくないような、複雑な思いが絡まっていく。すると、雅樹がふっと笑った。

「まったく、どこまで天然なんだろうな。それは、七海のことに決まってるだろう」

「えっ？　私のこと？」

　子供の頃の想いは、雅樹も一緒だったのかと、心が震えるようだった。

「ああ。もちろん、まだ子供だったから、七海を妹のような感覚で好きだった。きみに、会えるのが楽しみでさ。いつも、可愛いなって思ってたよ」

「嬉しい。私も、雅樹くんに会えることが、毎日の楽しみだったの。だから、雅樹くんが来るのを、いつも公園で待ってた」

　口に出すと、忘れていた思い出が蘇ってくる。時間に直すと、ほんの数カ月の出会いだったけれど、彼に子供ながら惹かれていたのは間違いなかった。

「だけど、父の転勤で海外に行くことになってね。きみとは、それっきり。俺も、いつも心に七海がいたよ。どんな女性になっていったのか、会ってみたいと思ってた。その願いが叶うんだもんな。やっぱり、運命だったんだよ」

「うん……。本当だね。私たちは、運命だったんだ」

　告白をしてくれたとき、一目惚れと運命と言った彼の言葉は、けっして口から出まかせではなかったのだと思う。

　お互い、惹かれ合っていたから、また巡り会えたのだろう。そう思うと、熱いものが込み上げてくるようだった。

「七海のご両親は元気？　あの頃は、一度もお会いすることはなかったけれど」

「うん、とても。いずれ、雅樹くんのことを話そうと思うの。きっと、びっくりすると思う。雅樹くんのほうは？　私も、ご両親を知らないから」

　お互い、近所付き合いがなかったのを不思議に思っている。よくよく考えてみると、雅樹とは一緒に遊んだ公園でしか会ったことがなかった。あの辺りは住宅街で、たくさんの家があったのだから、親同士が顔見知りでなくてもおかしくない。

　だけど、地域のお祭りや行事ごとなどで、雅樹を見かけたことは一度もなかったのだ。それだけ、彼が住んでいた期間が少なかったのか……。

「今は、両親とも日本にいるよ。父は、タチバナ飲料のＣＥＯをしてる」

「えっ!?　タチバナ飲料って、あの超大手のメーカーだよね？」

「そうだよ。母は、女子大の助教授をやってる」

　あたり前のように話されて、七海は開いた口が塞がらないほどの驚きを感じている。タチバナ飲料に勤めているだけでも一目置かれるほどなのに、そこのＣＥＯを務めているということは、彼の父は相当なエリートなのだろう。

　それに、雅樹の母が勤めている女子大も、エリート校として有名だ。そんな家族がいる人なら、近所付き合いがなかったのも頷ける。

　そもそも、住む世界が違ったからだ。

「大丈夫かな……。雅樹くんのご両親に、お付き合いが知られたら、反対されちゃうかも」

　ふとよぎった不安を口にすると、雅樹は苦笑しながら七海の額を優しく弾いた。

「そんなわけないだろう？　両親は、恋愛にまで口を出してこないよ。俺だって、七海をいずれ紹介したいと思ってる。だから、今までどおり側にいてほしい」

「うん……」

　たしかに、雅樹の言うとおり、彼の立場に萎縮してしまうのはよくないかもしれない。だけど、やっぱり驚かずにはいられなかった。

「今夜は、もう寝ようか。明日は土曜日だし、デートに行こう。少し、遠出をしないか？」

「本当？　楽しみ！」

　口角を思い切り上げると、雅樹にクスクス笑われる。だけどそれくらい、七海には嬉しいことだった。

　多忙で会えなかったことに加え、本格的なデートをするのは初めてだからだ。心が躍りながら、雅樹の胸に顔を埋め目を閉じる。

　明日のことを考えると、しばらく眠れそうになかった――。






　翌日、空は青空で澄み渡り、心地よい風が吹いている。今日は、雅樹の提案で、山までドライブへ行くことになった。

　普段は、スーツ姿ばかりの雅樹だけれど、今日はネイビーのシャツと同系色のパンツスタイルという、カジュアルな中でも清潔感と洗練さがある服装だ。

　私服姿も素敵な彼に釣り合うようにと、七海も服装を何度も見直した。白いブラウスと、クリーム色のフレアスカートで、爽やかさを出してみる。

「今日の七海は、いつも以上に可愛いな。柔らかい雰囲気は、きみにぴったりだ」

「ありがとう。雅樹くんだって、とてもカッコイイよ」

　照れくささが込み上げながらも、雅樹がお兄ちゃんだと分かったからか、より今までよりも身近に感じられる。

　雅樹とは、心で繋がっている、そんな感覚がしていた。

「さあ、行こうか」

「うん！」

　雅樹のマンションから車で二時間ほど走ると、山間部に行き着く。そこには、有名な道の駅があり、行ってみようと誘われたのだ。

　七海も子供の頃に家族で行ったことがあるが、お土産物売り場が並んでいて、山道を散策できるスポットになっている。

　近くには川も流れていて、夏場は川遊びをする子供たちで賑わうところだ。デートとしても人気の場所で、老若男女が楽しめる行楽地だった。

「あそこなら、知った人に会うこともないよね」

　雅樹が、道の駅をデート場所に選んだのは、きっと人目を気にして……というのもあるだろう。すると、彼は首を横に振った。

「違うよ。七海と行ってみたかったんだ。きみと、なにげない場所を一緒に歩きたいから」

「雅樹くん……。私も、雅樹くんとなにげない時間を過ごしたい」

　これまで会えなくて、お互い恋しく思っていた分、たくさんの時間を過ごしたい。こうやって、一緒に車に乗っていることにさえ、充実感を覚えていた。

　道の駅までの道路は、混雑することもなく、スムーズに進んでいく。ところどころ、道幅の狭くなる生活道路を抜けると、目的地へと着いた。

　ちょうどマンションを出てから二時間経った頃で、昼時ということもあり、駐車場は車でいっぱいだ。

　かろうじて車を停めると、雅樹の車は一際目立っていた。

「行こうか。ここは、空気が美味しいな」

「うん、そうだね」

　少し標高も高いことから、気温が低く感じる。爽やかで澄んだ空気が、とても心地よかった。

　雅樹は七海の手を絡めると、歩き始める。しばらくは、土産物売り場が続いていて、野菜や果物の直売所もある。

「いろいろあって、面白いな。民芸品もあるのか」

「そうよね。この辺りは、和紙が作られてるって聞いたことあるもの」

　もの珍しさに、ついキョロキョロしてしまう。十軒以上はある店を通り抜けたところには、食事をする場所がいくつかあった。

「なにか食べようか？　あとでまた、土産物は見ていこう」

「うん、そうしよう」

　興味引かれるものがあったのを、雅樹は気づいてくれていたらしい。そういうところも、彼を好きな理由のひとつだった。

「雅樹くん、なに食べる？　たくさんお店があるみたい」

　洋食から和食、それにイタリアンもある。天ぷらの店も気になるけれど、七海の目に止まったのは、少し奥まった場所にある店だ。外観は和風だけれど、こぢんまりとしている。

　メインから外れているから気づかれにくいのか、人の列をなすメイン通り沿いの店とは違い、閑散としている。

「雅樹くん、あの店はどう？　落ち着いた感じがするから」

「そうだな。あそこに行ってみようか」

　ニコリとした雅樹は、七海の手を握り歩みを進める。外観から和食の店なのだろうと思うけれど、メニューが飾られていないから詳しいことは分からない。

　期待に胸を膨らませながら、店に入る。雅樹が引き戸を開け、見えた店内は高級感溢れる開放的な雰囲気になっていて、思わず七海の足は止まった。

「どうした？」

　奥のほうは川床になっていて、川のせせらぎが聞こえる。どうやら、ここはかなり高級な店のようだ。

「雅樹くん、お店のチョイス、間違えたかも。高そうなお店だから、人が少ないのよ。やっぱり、出ようよ」

「なに言ってるんだよ。せっかくだから、川床でゆっくりしよう」

　クスッと笑った雅樹は、笑顔で出迎えた女性店員に従い、座敷へと向かう。カップルや年配の夫婦などが多く、皆楽しそうに談笑していた。

「こちらへどうぞ」

　案内された座敷は、一番奥の席で川と山の景色がよく眺められる。鳥のさえずりと、川の冷たい空気で癒されるようだった。

「素敵。こんな場所があるなんて、知らなかった。子供のときは、絶対にこのお店に来てないもの」

　ふふっと笑う七海に、雅樹は満足そうな笑みを浮かべた。

「喜んでくれたよかった。高そうとか、そういうのは気にしなくていいから、七海には、俺との時間を楽しんでほしい」

「うん。ありがとう。雅樹くんの優しさって、子供の頃から変わらないね」

　雅樹といると、安心した気持ちになれるのは、彼の醸し出す温かなオーラのせいかもしれない。

　子供のときから、雅樹は包容力のある頼もしいお兄ちゃんという印象だった。それは大人になった今も、まるで変っていない。

「新鮮な鮎料理が自慢らしいよ。焼き魚や、刺身のコースを頼もうか？」

「うん。魚料理は大好きだから。それに、こんな贅沢な場所で食べられるなら、なんでもいいって思っちゃう」

「ハハ。そうだな。俺もそう思う。じゃあ、このコースを頼むよ」

　と、雅樹がメニュー表を差し示したのは、一番高いコースだ。刺身の種類に違いがあり、品数も多い。さらに、焼き魚など魚料理がふんだんにあった。

「分かったわ。美味しそうで、楽しみ」

　値段が引っかかったけれど、さっき雅樹から気にするなと言われたばかりだ。彼が選んだものなら、素直に受け入れようと思っていた。

「なんだか、不思議な感じだよな。こうやって、大人になってお互い再会できて、一緒にいられる。改めて考えると、とんでもない奇跡だなって思うよ」

「雅樹くん……。本当に、そうだよね。私も、そう思う。偶然、会議室で再会したんだもんね。もし、あのとき、あそこで出会わなかったら、お互いまだ気づいてないかな？」

　頬をかすめる川の風は、まるで今の七海の心のように清々しく心地いい。木々が揺れるたびに、陽の光も一緒に揺れ、七海たちを不規則に照らした。

「そうだな。社内ですれ違っているだけだと、すぐには気づかなかったかもしれない。あのときだって、すぐには七海だと分からなかったから」

「じゃあ、やっぱりあの日は、奇跡が起こったのね。私だって、まさか初恋のお兄ちゃんが、転職した会社の副社長だなんて思わなかったもん」

　お互いクスクス笑い合いながら、ゆっくりと流れる時間を噛み締める。雅樹と、こんな時を過ごせることが、七海にはなにより幸せだった。






　料理を注文すると、ほどなくしてコースが運ばれてきた。新鮮な魚を使っているようで、焼き魚も身が締まっていて美味しい。

　味付けは上品な薄味で、とても食べやすい。量が多いかもと心配だったけれど、箸が進んで完食していた。

「ごちそうさまでした。本当に、美味しかったね」

　店を出ながら、雅樹に微笑みかける。すると、彼は頷いた。

「ああ。これだけ本格的な店があることに驚いたよ」

　道の駅ということで、素朴な店ばかりを想像していただけに、雅樹の言葉に納得だった。思いがけない癒しの空間に出会えて、心はすっかりリフレッシュしていた。

「雅樹くん、いつも食事代を払ってもらってありがとう。次のお茶代は、私が出させて」

　七海は、割り勘を申し出たけれど、それは雅樹に断られてしまった。毎回、外で食事をすると、彼が支払ってくれるから、次こそは自分が出そう。

　そう思ったけれど、彼はクックと笑うだけだった。

「そういうところは、気を遣わなくていいよ。それより、二人で散策でもしないか？　遊歩道があるみたいだ」

「うん。雅樹くんがそう言うなら、甘える……」

　雅樹の腕に手を絡ませて、歩き始める。とにかく一緒にいられることが、幸せでいっぱいだった。

「七海！」

　そんな浮かれた気分を吹き飛ばすかのように、背後から圭太の声が聞こえてきた。

「け、圭太!?　どうして、ここにいるの？」

　振り向くと、圭太が立っている。彼の側には、二人同じ年ごろの男性がいる。恐らく友人のようだ。

　圭太と同じように、派手めな外見で、二人とも髪の色が明るく髪が長め。ラフなシャツとパンツだけれど、雅樹の格好とは違い、きちんと感はない。思わず警戒した七海の肩を、雅樹が優しく抱いた。

　その行動は、圭太に見せつけようとしたのか、それとも七海の心を分かってなのか。きっと、そのどちらもあると、感じていた。

「たまたま、友達と来てたんだよ。まさか、七海とここで会うなんて、すげー偶然じゃないか？」

「うん、そうだね……」

　圭太は七海に近づくと、不敵な笑みを浮かべる。そして、そのまま雅樹に視線を移動させた。彼の目は、まるで雅樹を挑発しているようで、ハラハラとする。

　だけど、なぜ圭太は雅樹をそんな風に見るのだろう。彼は決して、人にケンカを売ったり、絡んでいくようなタイプではなかった。

　それなのに、七海のマンションへ突然やってきて、雅樹を見た途端に雰囲気が変わった気がする。

「なあ、せっかくだし、一緒に回らないか？　まだ、帰らないんだろう？」

「ええっ？」

　圭太の無遠慮な発言に、七海は驚きを隠せない。だいたい、七海と圭太とだって、かなり久しぶりの再会だ。まして、雅樹と友人は初対面なのだから、一緒に行動したって気まずいだけに違いない。

　なぜ、こんなことを言い出したのか、まるで理解できなかった。

「楽しそうな申し出だけど、今日は二人で来てるから遠慮させてもらうよ」

　きっぱりと圭太に断ったのは雅樹で、彼に小さく笑顔を見えると、身を翻し足早に歩き始めた。七海は雅樹につられるように、歩調を合わせる。

　圭太に笑顔を見せていたとはいえ、目はまるで笑っていなかった。せっかくの貴重なデートだったのに、不快な思いをさせたのではないかと不安になってくる。

「雅樹くん、なんかごめんね。まさか、圭太に会うなんて思わなかった……」

「七海が謝ることじゃないよ。俺たちの糸が巡り会ったように、圭太も引き寄せられてるんだろうな。たぶん、圭太も気づいてると思うよ」

　川べりを散策できる遊歩道を歩きながら、雅樹は深いため息をついている。川床の店が、少し遠くに見えた。

「気づいてるのかな？　たしかに、うちへ来たときに、雅樹くんを見たことがある気がするって言ってたもの」

「それなら、ピンときてるよ。彼は、俺を覚えているんだろうな。子供の頃、全然仲良くなかったから」

「そうだった？」

　圭太も交えて遊んだ記憶は、それほどない。たまに、おままごとに入ってくれたけれど、特に雅樹とケンカをした印象はなかっただけに驚く。

「そうなんだよ。圭太とは、根本的に合わなかったんだよな。あの頃は、年の差もあって、圭太は俺に言いたいことも言えなかっただろうから」

「まさか、それを今さら……？」

　子供の頃の雅樹へのイメージは、七海と圭太では全然違っていたらしい。

「今さら、あるのかもな。圭太には、圭太なりの考えがあるんだろう」

「ずっと止まってた時間が、動き出したって感じね」

　七海がそう言うと、雅樹は苦笑した。二人で、気持ちよい散策をしながら、いろいろな思いが込み上げる。

　雅樹との運命の再会と、圭太との偶然の再会は、お互いがリンクするものだったのか。この二十年、ずっと会えないままだった二人と急速に繋がったことに、なにか大きな意味があるのか……。

　七海は、そんなことをずっと考えていた。

　雅樹とのデートを終え、彼のマンションへ着くと、なぜかホッとする。初めてここへ来たときは、緊張でいっぱいだったけれど、今は安心できる場所に変わっていた。

「雅樹くん、今日は本当にありがとう。楽しかった」

「俺もだよ。途中、邪魔が入ったけど、散策も気持ちよかったし」

　ソファに座りながら、雅樹に苦笑いを向けた。

「そうよね。圭太とは、中学以来の再会で、それまでは連絡も取ってなかったの。だから、あんな風に強引な感じが理解できなくて……」

「俺よりも、圭太と過ごした時間が長いのに、彼の気持ちが分からないってことか？」

　雅樹に呆れられただろうか。肩をすくめながら小さく頷いた。

「圭太って、誰とでも仲良くなれる人だったし、女友達も多かったから。たとえば、圭太が私を好きとか、そういうことでもなかったのよ」

「へぇ……」

　思い出してみれば、圭太の周りにはたくさんの女友達がいて、七海はその中の一人にすぎなかった。唯一、幼なじみだから圭太が遠慮なく接していたのは自覚していたけれど、特別感はなかった。

　やっぱり、子供の頃の雅樹のイメージが悪いのか。でも、そもそも、雅樹だと気づいているのだろうか。

　もし気づいているのなら、もっと驚いてもいいものだけれど……。

「七海、圭太のこと考えてるだろ？　今は、彼のことは思い出さないで」

「あ、ごめんね……」

　雅樹に抱きしめられ、我に返るとともに反省する。雅樹が多忙な中でのデートなのに、圭太のことを気にかけていてはいけなかった。

「いろいろ考えちゃうんだろうけど、七海は俺のことだけ考えてればいいんだよ」

「雅樹くん……」

　強引な言葉でも、雅樹が口にするとときめきに変わる。控えめな笑みを見せると、雅樹が腕を引っ張り立ち上がらせた。

「一緒に、風呂入ろうか？」

「い、一緒に!?」

　ここのバスルームは、大きな窓があり、バスタブからも夜景を見下ろせる。広々とした室内で、初めて入ったときはビックリしたほどだ。

　そのバスルームに一緒に入るというのは、かなり緊張してしまう。

「いいだろ？　ほら、行こう」

　引っ張られるような格好で、浴室まで連れていかれる。一糸纏わぬ姿をさらけ出すのなんて今さらなのに、改まって生まれたての姿を見せるのは恥ずかしい。

　つい両手で胸を隠すと、雅樹がクスクスと笑った、

「こういうの、恥ずかしい？　そんな七海も可愛いな」

「もう、雅樹くんってば。からかってるでしょ」

　気恥ずかしい思いで、雅樹を軽く睨むと、彼はさらにハハッと笑い、七海の頭を優しく叩いた。

　温かなバスルームに入ると、バスタブから湯気が立っているのが見える。その先が窓になっていて、輝くネオンが眺められた。

「恥ずかしがり屋の七海に、そんなこと思えないくらいのことしてあげるよ」

「え？」

　バスタブに足を入れた七海は、雅樹の言葉で振り向く。すると、彼に唇を塞がれた。迷わず舌を押入れられ、絡められる。

　温かな空気も相まって、体は熱くなった。

「んん……」

　こんな場所でも、雅樹は求めてくる――。それが、七海の興奮を掻き立てた。

　口蓋をなぞられながら、乳房も弄られる。雅樹の指が尖端に触れ、ぎゅうっと押し込んだ。

「……ンッ。アッ……。んぁ……」

　彼の刺激で、秘部が疼いてくる。七海の花びらは、ひくひくと痙攣してきた。足元がおぼつかなくなり、その場に座り込む。バスタブと窓の間にあるスペースに腰を下ろすと、雅樹がバスタブの中で膝立ちの体勢になった。

「七海のここ、お湯がかかってないのに、こんなに濡れてる。なんで？」

　雅樹は茂みに顔を埋めると、舌を蜜口に当てる。そして割れ目をなぞるように舐めた。

「アンッ……。んぁ。もう……雅樹くんの……せいよ」

　とろとろと流れる七海の愛液を、雅樹はじゅるじゅると音を立てながら吸い込んでいく。舌を膣内に押入れて、膣壁を這うように舐めた。

　熱くなった七海の秘部からは、蜜が止まることなく溢れていく。

「んんぅ。んはぁ……」

　両手を後ろについて、足を広げる自分の様が、なんとも言えないほどに恥ずかしい。

　雅樹は顔を上げると、ニッとして囁くように言った。

「窓に、俺たちの姿が映ってる」

「え……？」

　思わず振り返ると、彼の言うとおり、雅樹に迫られている自分が見えた。周りに同じ高さの建物はなく、外から内部が見えないガラスだけれど、それでもいい今の自分たちの姿が映るのは恥ずかしい。

「もう……、そんなこと言わなくていいよ」

　たまらず視線をそらすと、雅樹が乳首を咥えてきた。それも、甘噛みされて、ぴくんと体が跳ねる。

「んふぅ！　……んぁ」

　舌を這わせるように舐められながら、片方の乳房は大きく揉みしだかれる。上下に揺らされながら、雅樹に弄られていた。

「はぁん……。ふぅ……んっ。あんっ」

　次第に、雅樹の指が蜜口の割れ目をなぞっていく。すっかり蜜で濡れた蜜口は、彼の指を容易く滑らせていた。

「七海のここ、ひくひくしてる。挿れてほしい？」

　指のスピードを速めながら、陰核をなぞる。突起を刺激され、七海の花弁がさらに痙攣した。

「んんっ。んはぁ……。い……挿れて。雅樹くん……」

　秘部の疼きが止まらない。ひくひくする七海の膣は、雅樹のモノを欲していた。

「じゃあ、遠慮なく挿れる」

　そう言って、雅樹が挿れたのは指で、いきなり三本を押し込まれる。蜜を掻き出すように指を回され、七海の腰が浮き上がった。

「んくぅ。んはぁ……。はぁん」

　彼の指が動くたびに、くちゅくちゅと音が立つ。雅樹の指には、愛液が絡みつき、滑るように膣の中で擦れていった。

「すごい、とろとろ。まだ、指でいい？　それとも、俺のモノがいい？」

「そ……そんなこと聞くの……？」

　ゆっくりと指のピストン運動を続けながら、雅樹はイジワルな笑みを見せてくる。なにがなんでも、答えさせようとしているみたいだ。

「聞きたい。言わないと、指のままで終わるよ？」

「んっ……。イ、イジワル……」

　子供の頃の雅樹は、優しさしか見せることのないお兄ちゃんだったけれど、いつしか飴と鞭の使い分けをする人になっている……。

　そんな彼にときめく心を感じる七海は、恥ずかしながらも口を開いた。

「指……じゃなくて、雅樹くんのモノがいい……」

　恥じらいを感じながら、雅樹を見つめる。こんなに恥ずかしい言葉を、今まで発したことなんてなかったからだ。

　雅樹のほうは、満足げな表情を浮かべながら指を抜いた。

「よくできました」

　そう言った雅樹は、七海の臀部を掴み上げると、太く硬くなった屹立を、ゆっくりと膣内に押し入れる。

　雅樹に腰を挟むかのように足を広げる姿に羞恥心を抱きつつ、奥深くまで挿入された屹立の感触に七海の腰は自然と前後した。

「アッ……ンン」

　蜜で十分に濡れた膣内は、雅樹の肉棒をすんなりと咥えている。規則的に腰を上下に振られ、そのたびに七海の体は跳ね上がるようだった。

　なんて、奥深くまで挿入されているのだろう。子宮に当たる感覚に、体の根幹から痺れていくようだった。

「んくぅ……。はぁん。んはぁ」

「この体勢だと、七海がより近くに感じられていいな」

　雅樹に尻を掴まれて、より上下に突かれる。さらに、乳房の先端を咥えられ、たまらず体を反らした。

「んんぁ！　はぁぁ。雅樹……くん。攻めすぎ……」

　座ったまま挿入される姿勢は、子宮を突かれるほどにすっぽりと雅樹の屹立がおさまる。お互いの腰が揺れるたびに、電流が走るほどの快感を覚えた。

「七海が可愛いから、仕方ないだろう。あんなに無垢だった七海が、こんな風にもだえる姿を見せてくれると、とてつもなくそそられる」

「いやぁん……。恥ずかしいこと、言わないでぇ……」

　そう言う雅樹だって、こんなイジワルだと思わなかったと、頭をかすめた言葉は、口から出る前に喘ぎ声へと変わる。

　彼のピストン運動が激しすぎて、淫楽に落ちていくばかりだ。

「っくぅ……。んふぅ。あんぅ……」

「恥じらいを見せるきみも、本当に綺麗だ」

　雅樹は乳房を覆うように口に咥えると、強く吸い上げてくる。その間にも腰を振りながら、七海の膣内を最尖端で突いた。

　彼の屹立が上下に擦れるたびに、七海の陰核が雅樹の太もも付近に当たり、より刺激が強くなる。

　快感で脱力感を覚えながらも、七海も腰を振り続けた。

「んはぁ……。はぁ、はぁ。んんぅ……」

　バスルームに響く艶めかしい声と、二人の甘やかな息遣い。それらが交差する場所で、七海と雅樹の欲望は絶頂へと達していった――。






「のぼせた？」

　バルコニーで夜風に当たっていると、クスクス笑う雅樹が隣に立った。彼との濃厚なセックスの火照りを冷ますのは、ここが一番だと気づいたからだ。

「とっても。だって、雅樹くんが、お風呂であんなことするんだもん」

「お仕置きだよ。七海が、圭太のことで頭をいっぱいにしていたから」

　雅樹の言葉に、思わず視線をずらしてしまう。たしかに、圭太のことを考えてはいたけれど……。

「でも、雅樹くんとエッチしてるときは、忘れてたよ」

「あたり前だ。圭太はきっと、まだまだ七海にちょっかいを出してきそうだけど」

　心配そうな顔をする雅樹に、七海は首を傾げる。

「どうして、そう思うの？」

　むしろ、同窓会で会うまではお互いの近況も知らないほどだった。それに、再会して連絡先を交換してから、圭太が電話をくれたのは一カ月以上経ってからだ。

　雅樹が心配するほど、圭太が自分に固執しているようには思えなかった。

「それは……」

　と、雅樹がなにかを言いかけた途端、スマホの着信音が聞こえてきた。リビングテーブルに置かれた七海のスマホのディスプレイが、明るく光っている。

「圭太からじゃないか？　出たほうがいいぞ」

「え？　でも……」

　仮に圭太だとしても、雅樹と一緒のときに電話に出てもいいものだろうか。迷っていると、心を見透かしたように彼が言った。

「俺がいない場所で会話されるよりは、全然マシだ」

「そうだよね……。じゃあ、出てくる……」

　彼の主張はもっともで、逆の立場なら自分もそれは嫌だ。どんな会話がされているのか分からないし、不安になるから。

　きっと、雅樹もそういう気持ちなのかと思うと、申し訳なくなってきた。

「もしもし」

　ディスプレイに表示されていたのは、予想どおり圭太からで、緊張した声で応答する。彼も幼なじみではあるけれど、これ以上の電話をなんとか断ろう。そう思って電話に出たからか、口調が少し硬くなってしまった。

『なんだよ、そんな不機嫌そうな声で。あ、分かった。雅兄ちゃんが一緒なんだろ？』

「な、なんで分かったの!?　ていうか、圭太気づいてたんだ……」

　はっきりと〝雅兄ちゃん〟と言われ、驚きを隠せなかった。

『気づいてたよ。七海のマンションへ行ったとき、雅兄ちゃんいたろ？　すぐには分からなかったけど、あとで思い出してさ』

「そうだったんだ……。じゃあ、分かってくれるでしょう？」

　思えばあの頃、圭太には雅樹を好きなことは話していた。憧れのお兄ちゃんだということは、知っているはず。

『分かるって、なにが？』

「雅樹くんと、付き合っているの。だから、こうやって、圭太からの電話はマズイというか……」

　ソファに座って会話をしていると、雅樹が隣に座ってきた。スマホから圭太の声がかすかに漏れていて、少し気になってしまう。

『憧れの兄ちゃんと、付き合えたってことか。それはよかったな。じゃあさ、俺の気持ちは分かってる？』

「え？　圭太の気持ち……？」

　それは、雅樹と仲がよくなさそうということなのか。雅樹とのことは、小学生に入った頃から話題にしたことはない。

　自分の胸に秘めていたから、圭太の言う気持ちというのが、雅樹のことなのか、全然別のことなのか、まったく見当もつかなかった。

『そうだよ。俺の気持ちは、きっと分かってないんだろうな』

「どういうこと？　それって、雅樹くんと関係あるの？」

『あるよ。だって、俺も小さい頃からお前が好きだったから』

　思いがけない告白に、絶句してしまう。思わず雅樹に視線を向けたのは、彼に聞かれたんじゃないかと思ったから。ただ、彼はいつもと変わらず涼しい顔をしていて、圭太の言葉が耳に入っていたかは分からなかった。

『やっぱり、知らなかったか。俺にとっては、雅兄ちゃんは邪魔な存在だったわけだよ。引っ越してくれてホッとしてたのに、七海は兄ちゃんのことばかりだったもんな』

「でも……。圭太は、そんな素振り見せてなかったし、想像もしてなかったもの……。高校から疎遠になって、今まで音沙汰もなかったじゃない……」

　その同窓会ですら、再会したときに特別感は感じられなかったのに、圭太の気持ちを推し測るなんて無理だ。

　彼の言葉を半信半疑で受け止めていると、電話の向こうから大きなため息が聞こえた。これみよがしな雰囲気で、気持ちのいいものではない。

『ストレートに告っても、断られるのは分かってたし。それに、七海も引っ越してるんだから、探しようがないだろ。でも、俺はずっと忘れてなかった』

「圭太……。気持ちは嬉しいんだけど、私は雅樹くんが好きなの……」

　ずっと雅樹を好きだったからこそ、圭太の気持ちも理解できて切なくなる。だけど、彼の想いに応えることはできなかった。

『それは、昔から分かってる。でも、まさか二人が付き合ってるとは思わなかったけど。連絡、取り合ってたのか？』

「ううん、違うの。偶然、同じ会社で……」

　圭太に分かってほしくて、転職をしたことから、雅樹と出会ったいきさつを説明すると、彼は黙って聞いていた。

「だから、雅樹くんとは運命というか……」

　自分で言っていて、恥ずかしくなってくるけれど、雅樹とどれだけ真剣に向き合っているかを話すには、必要な言葉だと思っている。

　それに、側で聞いている雅樹を安心させるためにも、自分なりの誠意を見せたかった。すると、圭太はほんの少し黙ったあと言った。

『それなら、俺とも運命ってことじゃん』

「え、えっ？」

『だって、そうだろう？　同窓会で偶然出会ったっていうのも、運命だと思わないか？』

　たしかに、圭太の理屈には一理ある。だけど、七海自身は圭太との再会を運命だとは思っていない。

「ごめん……。私は、そんな風に思えない……。圭太は、懐かしい幼なじみという感覚だから……」

『ふうん。まあ、今はそれでもいいよ。どうせ、雅兄ちゃんと再会して盛り上がってるんだろうから。でも、俺は諦めない』

「でも、圭太。私は……」

　圭太の気持ちには応えられない、そう言おうとしたとき、彼に言葉を遮られた。

『雅兄ちゃんに取られっぱなしなのは、しゃくだから』

　そう言ったあと、電話は一方的に切れてしまった。圭太の強引さにため息をついたとき、雅樹の声が聞こえてきた。

「圭太は、相変わらずだな。生意気な感じは、全然変わってない」

「私、全然覚えてないんだけど、雅樹くんと圭太って、あまり仲良くなかったの？」

　思ったとおり、雅樹に聞こえていたらしい。おずおず聞いてみると、雅樹は言葉を選ぶように答えた。

「仲が悪いというか、お互い相容れない関係っていうのかな。子供ながらに、たぶん圭太も俺も、ピリピリした空気を感じてたと思う」

「そうなんだ……。まったく、分からなかった」

　雅樹との時間は、彼と過ごしたキラキラとした日々、七海にはそうインプットされているけれど、実際はそれだけではなかったようだ。

　肩を落とした七海に、雅樹はクスッと笑った。

「そういう七海も可愛いけどな。圭太が惚れるのは、じゅうぶん分かる」

「雅樹くん……」

　控えめに笑顔を浮かべると、雅樹の顔が近づいた。そして、彼の唇が重なる。体を抱き寄せられて、熱い口づけを交わした。

「……んっ。んんぅ……」

　舌を絡められ、雅樹の唾液が移される。強く大きくお互いの舌が絡み合い、七海の口端から唾液がこぼれ落ちた。

「俺だって、圭太の気持ちを分かってる。だからこそ、きみを彼には渡せない」

　唇を離した雅樹は、額と額をくっつける。七海は少しボーっとする頭で、彼を見つめた。

「うん……。私だって、自分の気持ちは少しも揺れてないから」

　雅樹とは、引き寄せられたのだと信じている。圭太との再会も嬉しかったけれど、彼に恋心を抱いたことはなく、とても気持ちに応えられない。

「七海のこと、信じてるよ」

　雅樹にそう言われ、七海は彼の胸に顔を埋めた――。

　日曜の夜は、それまでの二日間とは違い、夜を一人で過ごしたせいか、すぐに恋しさが募った。明日はお互い出勤だから、七海は自宅へ帰っている。

　ケジメをつけるには、そういうときも必要かもしれない。と思うのに、時間を持て余してしまう。

「もう、寝ちゃおうかな」

　まだ、二十二時過ぎだけれど、どんな風に過ごしたらいいのかが分からない。雅樹と会えないほうが多いのに、彼と二日続けて会っていたら、まるでそれが当然のようになっていた。

「雅樹くん、今頃なにをしてるんだろう」

　ベッドに座ると、窓から夜空を見上げる。都会の空では、星は見えない。さらに、ここからではネオンの景色だって見えなかった。

　空の下では、雅樹と繋がっているはずなのに……。もう会いたくなるほど、彼に恋い焦がれている。

　これ以上、外を眺めていると、雅樹に会いたい思いばかりが募っていく。カーテンを閉めてしまおうとしたとき、スマホの着信音が鳴った。

　雅樹からだろうか。胸を踊らせ、ベッドに置いてあるスマホに手を伸ばす。圭太からだと、落ち込みかねない。気分を落ち着かせながら、ディスプレイを確認すると、胸が高鳴った。それは、雅樹からだったから。

「もしもし……」

　ドキドキと、鼓動を速くしながら電話に出る。すると、低く優しい雅樹の声が聞こえた。

『もしもし、七海？　今、なにしてるかなって思って電話をした』

「い、今？　あのね、外を眺めてたの」

　なぜか、妙に緊張してしまうのは、恋しく思っていたタイミングで、電話がかかってきたからだろうか。

　さすがに、見透かされているわけじゃないだろうけど、照れくささを感じていた。

『外？』

「うん。うちからは、雅樹くんの部屋みたいな夜景は見えないんだけどね。それでも、ところどころ、建物の明かりが輝いて、結構ロマンチックだなって……」

　隣に雅樹がいてくれたら、どんなに嬉しいだろう。そんな思いを込める。すると、雅樹のフッと微笑むような声が聞こえた。

『俺も、一人でバルコニーに出てる。景色を眺めながら、七海のことを考えてた』

「私のこと……？」

　胸がきゅんと、締めつけられる。雅樹と以心伝心しているみたいで、満たされる想いが広がった。

『ああ。七海は、今なにしてるんだろうとか、なにを考えてるんだろうとか、さっきまで一緒にいたのに、もう会いたくてたまらなくなってる』

「雅樹くん……。私も。私も、もう雅樹くんが恋しいの……」

　どうして、こんなに会いたくてたまらないのだろう。ずっと思い焦がれていたお兄ちゃんと再会できたから……それが理由でないことは分かっている。

　思い出とは別に、今の雅樹に心を惹かれていることを自覚していた。ずっと一緒にいたい、離れていたくない。本当の想いは、そこにあった。

『俺たち、少し離れているのも、我慢できなくなってしまったのかな』

　雅樹の言葉に、七海は頷く。彼に見えていないのに、まるで雅樹が目の前にいるかのように感じられたからだ。

「うん……。ワガママ言って困らせたくないけど、私はもっといっぱい一緒にいたい。そう思ってしまうの」

　溢れる気持ちを止められなくて、七海は素直な言葉を口にした。きっと、雅樹は受け止めてくれる、それを信じているから。

『同じ思いだよ。七海を帰したくない、帰さなければよかったと、今そんなことを考えてるから』

「雅樹くん……」

　このまま電話を切って、彼のところへ行ってしまいたい。そんな衝動に駆られそうになる。こんなにもどかしい思いを感じるのは初めてで、自分でも驚くほどだった。

　スマホを握り締め、夜空を見上げる。星は見えなくても、雅樹と同じ景色を眺めている、それだけでも幸せを感じられた。

『明日、きっとまた会える。七海に、会いに行くよ』

「うん……。待ってるね。おやすみ……」

　きっと、この距離感が、お互いの想いを強くしてくれる。そんな風に信じて、七海は電話を切った――。

















五章　勘違い、のち……？












「ねえ、七海。最近、初恋のお兄ちゃんの話が出てこないね。もう諦めた？」

「えっ？　あ、うん。そろそろ、思い出にしようかなぁって……」

　突然、穂香から振られた話題に、七海は思わず目を泳がせた。彼女の言葉を借りるなら、穂香だって今までまったくその話をしてこなかったくせに……と、心の中でボヤいてみる。

　急に思い出したかのように話されて、内心かなり動揺してしまった。

「それがいいよ。いつまでも、名前も分からない初恋の人を想ってたって、建設的じゃないものね。じゃあ、いっそのこと誰か紹介してあげようか？」

「ええ？　いいよ。そこまで彼氏が欲しいわけじゃないし」

　普段なら、業務中に私語をすることがほとんどない穂香なのに、今日はやけに饒舌だ。最後の彼女の言葉に、嫌な予感がした。

「そんなこと言わないの。実はね、急きょコンパの人数が足りなくなって」

　やっぱりか……と、遠慮なく穂香に嫌悪感を見せる。すると、彼女は苦笑しながら説明をし始めた。

「実はね、大手広告代理店の人と知り合いになって。コンパを開くことになったの。で、急きょ男性側に人数が一人増えて、調整しないといけなくなったのよ」

「だからって、私でなくてもいいじゃない。他の人に、あたってもらえないかな？」

　七海がコンパを好きでないことは、穂香も知っている。雅樹との交際を理由に挙げられなくても、断ること自体は不自然に思われないはずだ。

　すると、穂香は眉を下げて困ったような顔をした。

「それがね、相手側からの要望なのよ。同じ会社で、同じ年頃の女の子を誘ってって」

「なによ、それ。その注文自体が怪しくない？」

　もしかして、仕事関係のスパイとか？　そんな邪推が、七海の頭の中を横切る。とても、穂香の誘いを受ける気にはなれなかった。

「お願い！　結構、イケメン揃いなのよ。それに、外資系証券会社勤務なんだから」

　穂香が言うには、大手外資系証券会社勤務をしている二十九歳の男性らしい。たしかに、社名を聞いたときは、思わず目を見開くほどだったけれど、そもそもそれ自体が本当なのかも七海には怪しく思える。

「穂香、騙されてるんじゃないよね？　だいたい、その人とはどうやって知り合ったの？」

　疑いの目で穂香を見ると、彼女はバツ悪そうに肩をすくめた。

「……ナンパ」

「は？　ナ、ナンパ？」

　あ然とする七海に、穂香は必死で弁解を始める。それも、椅子を寄せてくるほどに。

「会社の前でナンパされたのよ。でもね、勤務先は間違いないの。だって、社員証を見せてくれたもの」

「社員証？　わざわざ、身元を知らせるために？　普通、そこまでする？」

　聞けば聞くほど、相手が怪しい。首を横に振った七海は、姿勢を正して仕事を再開させた。言葉にはしていないけれど、コンパを拒否したことは分かってもらえるだろう。すると、穂香は必死な顔で七海の腕を掴んだ。

「お願い。一次会だけでもいいから、来てほしいの」

「ちょっと、穂香ってば。なんで、そこまで？」

　怪訝な目で、穂香を見つめる。普段の穂香は、相手に無理強いをするようなタイプではない。それなのに、このコンパに関しては、不自然なほどにしつこかった。

「だって……。事情は、当日話すから。コンパの予定は、今週の金曜なの。私を助けると思って、お願い！」

　懇願する穂香に、七海は戸惑いでいっぱいになる。もし、雅樹と付き合っていなければ、ここまで言われたら参加していただろう。

　だけど、今はたとえお世話になっている同僚の頼みでも、すんなり引き受けるわけにはいかなかった。

「穂香、困るよ……」

「お願い……」

　それでも引かない彼女に、どんどん違和感を覚えてくる。いったい、どうしたといのだろう。手を止め、穂香に声をかけようとしたときだった。

「有坂さん、会議室のセッティングをお願いしていいか？」

　部長に声をかけられ、慌てて立ち上がる。最近、会議室のセッティングが七海の仕事になりつつあった。

「はい、分かりました」

　穂香の話をもう少し聞きたいから、昼休憩にでも彼女を誘ってみようか。心に引っかかりを覚えながら、指示された第一会議室へ向かう。

　そこは雅樹と初めて出会った場所で、頻繁に会議が行われる部屋だ。小走りで向かい部屋へ入ると、そこに雅樹がいて驚いた。

「ふ、副社長!?」

　思わず足が止まると、雅樹にクスクス笑われた。

「大丈夫だよ。他には誰もいないし、誰も来ないから。でも、念のために、鍵を閉めておいてくれるか？」

「う、うん……」

　雅樹との再会を思い出しながら来ただけに、本当にびっくりしてしまう。と同時に、二人きりになれたことに、胸は素直にときめいていた。

「俺が頼んだんだよ。午後から役員会議があるから、セッティングをしてくれって」

「そうだったんだ。じゃあ、本当に偶然ね。部長に頼まれたのよ」

　自然と表情が緩んでくる。意識をしなくても、雅樹の顔を見るだけで、笑顔がこぼれるのだと分かった。

「偶然なわけ、ないじゃないか。相変わらず、こういうところは天然だよな」

　雅樹は七海の側に歩みを進めると、顎を引き上げる。高鳴る鼓動に、七海の顔は熱くなってきた。

「偶然じゃ……ないの？」

　ドキドキする鼓動が、雅樹にも伝わるのではないか。そう思うほどに、ときめきが加速する。

「違うよ。俺が、部長にお願いしたんだ。きみのセッティングが上手だから、有坂さんに頼んでほしいとね」

「そうだったの？　じゃあ、さっそくセッティングしなきゃ」

　彼に期待されていることなら、どんなことでも精一杯やりたい。雅樹から離れようとしたとき、今度は彼に両頬を包み込まれた。

「こら。意味が分かってなさすぎ。七海に会いたくて、職権乱用したのに」

　そう言った雅樹は、半ば強引に唇を塞いだ。そして、舌を口腔内へ押し込んでいく。口蓋をなぞられ、七海の体はぞくっとした。

「ん……。あっ……」

　舌が絡み合うたびに、お互いの唾液が交わる音が響く。舌を吸い寄せられて、呼吸をするのもやっとだった。

「……んんっ。はぁ……あんっ」

　雅樹のキスは、なんて濃厚で熱いのだろう。ずっとずっと、こうしていたいと思ってしまう。

「昨夜、言ったろ？　七海に会いに行くって」

　唇を離した雅樹は、唾液で濡れた七海の口唇を指でそっと拭った。息が乱れた七海は、ぼんやりとする頭で彼を見つめた。

「あれって、うちへ来てくれるってことじゃなかったの？」

「それまで待てないから。それに、今夜は仕事で遅くなりそうなんだ。七海と思うように会えないと思うから」

　穏やかな眼差しを向けられ、雅樹に包み込まれるような感覚になる。ここが社内でなければ、さらに業務中でなければ、雅樹の胸に飛び込みたいくらいだった。

「お仕事じゃあ、仕方ないよね。寂しいけど、会えない時間があるからいいのかな？」

「分かってくれて、ありがとう。会えないもどかしさも、その分燃えるかな？　でもやっぱり、七海には毎日会いたいと思ってしまうよ」

「うん……。私も」

　たまらず、雅樹の胸へ顔を埋める。誰も見ていないのだから、少しくらい甘えてもいいやと、自分に言い聞かせていた。

　雅樹から、強く抱きしめられ、七海はしばらくの間、幸せな時間に包まれていた。






「七海。お昼、一緒に行かない？」

　昼休憩になり、穂香が声をかけてきた。会議室のセッティングを挟んでから、彼女はもうコンパの話をしてこない。

　ただ、彼女から垣間見られる焦りの表情から、まだ諦めていないのは分かった。

「いいよ。近くのカフェにする？」

　思わぬ形で雅樹と二人になれたことで、少し心に余裕ができている。穂香の誘いに気軽に応じた。

「ありがとう、七海」

「どうせ、ナンパの話の続きをしたいんでしょ？」

「分かった？」

　図星の穂香は、それ以上話すことなくエレベーターに乗った。他にも社員がいるから話ができないのもあるのだろうけど、どこか様子がおかしい。

　そもそも、コンパ相手が条件に出した同じ年ごろの女性なんて、自分でなくても穂香にはたくさんの同期がいる。

　全員に彼氏がいるわけではないだろうし、どうしてここまで固執してくるのだろうと。七海にはそれが不思議だった。

　穂香とは特に会話のないまま、オフィスビルの近くにあるカフェへ入った。手軽に軽食を食べられる店だから、昼時は混雑していた。

　そこでサンドイッチとカフェオレを頼んだ七海に、穂香は真剣な顔で話しを切り出した。

「七海の意思が思った以上に強いから、正直に話すね。でも、これは聞かなかったことにしてほしいの」

「な、なに？　そんな重大なことなの？」

　ただのコンパじゃなかったのかと、急に不安になってくる。すると、穂香は声を潜めて身を乗り出してきた。

　テーブル席にせず、カウンターにすればよかったと、今さらながら後悔だ。

「七海が探していた、初恋の人からの頼みなのよ」

「えっ……？」

　穂香はなにを言っているのだろうか。刹那に頭をよぎったのは、雅樹の顔だったけれど、彼がそんなことを頼むはずがない。

　いったい、誰のことを話しているのか。呆然としていると、穂香はその反応を待っていたかのように、笑顔を見せた。

「驚いたでしょ？　私だって、驚いたのよ。ナンパって言ったけど、あれは嘘。本当は、会社を出たところで、呼び止められてね。有坂七海さんですかって」

「それ、本当なの？」

　七海は、自分でも分かるくらいに顔が強張っている。それに、声も震えていた。だって、雅樹が初恋の人なのに、他に誰がいるというのだろう。

　穂香に声をかけてきた人は、いったい何者なのだろうか。

「もちろん。七海を探してたみたい。偶然過ぎるでしょ？　だからね、直接紹介しますよって言ったの。そしたら、その人が七海を驚かせたいからって、コンパの名目で連れてきてくれないかって頼んできたから……」

「ねえ、その人の名前はなんていうの？」

　穂香が嘘を言っているようには見えないし、言う必要もない。それなら、彼女に声をかけてきた人が、でたらめを言っていることになる。

「立花たちばな亮りょうさんって言ってた。でも、七海は名前を覚えてないんでしょ？」

「うん……」

　立花亮という名前に、心当たりはまったくない。それに、圭太だって、雅樹を見て初恋の人だと言っていたのに。

　雅樹にしても、当事者じゃないと分からないことを知っていた。だから、雅樹が初恋のお兄ちゃんのはずだ。

　だけど、それなら立花亮とは何者なのだろう……。

「七海とおままごとをして、オムライスを作ってくれたとか、学校が終わるまで公園で待ってくれてたとか」

「他には？　その人、なにか言っていなかった？」

　ここまで聞くと、亮の言っていることは正しい。それに、穂香が最初にコンパの話をしたとき、相手は二十九歳と言っていた。

　ということは、年齢も合っているということになる。

「えっと、たしか……。雅兄ちゃんって呼ばれてたとか」

「雅兄ちゃん!?　名前が亮さんなのに？」

　ますます、七海の頭は混乱してくる。雅樹以外にも、雅兄ちゃんと呼ばれている人がいたのか。自分の記憶がまったくないことが、情けなくて仕方ない。

「なんでも、当時人気だったバンドのメンバーに似ているから、そう呼ばれたとか。雅也って人。覚えてない？」

「そう言われたら……。もう解散したグループよね？　ドラマーの人だっけ？」

「そうそう。その人に、昔は似てたって」

「そうなんだ……」

　そうだとしたら、亮という人も雅兄ちゃんと呼んでいたということか。ただ、雅樹と同じ呼び方だと、ややこしそうだけど……。

　圭太なら、覚えているかもしれないと思いつつも、彼に連絡することははばかれる。それに、雅樹に聞くことさえも……。

　自分も圭太も、初恋のお兄ちゃんは雅樹だと思っている。当然、雅樹でさえも。でも、もしかすると自分の勘違いかもしれない。そう思うと、七海にはいたたまれなかった。

「だからね、七海。コンパというのも嘘で、引き合わせてほしいって頼まれたの。私もすぐに帰るし、一度くらい会ってみたら？」

　穂香の言うとおり、一度だけ会ってみようか。もし、彼が本当に初恋のお兄ちゃんだったとしても、七海の心には雅樹がいる。

　小さかったときの記憶だから、自分も圭太も混乱しているのかもしれない。それに、同じ呼び方のお兄ちゃんがいたのなら、勘違いしても仕方ない。

　会いたいと言ってくれているなら、亮に会ってみよう。そして、思い出話だけして、終わりにすればいい。

　穂香もきっと、初恋の人を引き合わせる手助けができたと思って嬉しいに違いない。

「うん。そうする。ありがとうね、穂香」

「よかった！　私は、いいのよ。じゃあ、亮さんに伝えておくね」

　雅樹は、亮のことを知っているのだろうか。今夜、それとなく聞いてみよう。ただ、彼に会いにいくとは、言えそうにないけれど……。






「もしもし、雅樹くん？　今、少し大丈夫？」

　夜になり、彼の仕事が終わったであろう時間を見計らって電話をしてみる。すると、彼は快く出てくれた。

「大丈夫だよ。今、うちへ帰ったから」

「よかった。お疲れ様。雅樹くんにね、聞いてみたいことがあるんだけど。子供の頃、雅樹くん以外に、雅兄ちゃんって呼んでた人いたっけ？」

　努めて明るく聞いてみるけれど、スマホを持つ手は震えてくる。雅樹から、どんな答えが返ってくるのか、不安で仕方なかった。

「ああ、いたよ。俺の友達に。当時、人気だったバンドのメンバーに似ててさ」

「そう……なんだ。ねえ、その人の名前って、立花亮さんっていう？」

　聞きながら、緊張で手が汗ばんでくる。もし、そうなら、自分が初恋の人を勘違いしていた可能性がかなり高くなるからだ。

「ああ、そうだよ。立花亮。なんだよ、七海。俺のことは忘れてて、亮のことは覚えてたのか？」

　クスクス笑う雅樹に、罪悪感が込み上げる。本当に、間違えていたとしても、今さらそれを言うべきではない気がした。

　それとも、それは卑怯なのか……。頭の中が、混乱でいっぱいになり、せっかくの雅樹との会話も、心から楽しめない。

「ありがとう。ちょっと、思い出しただけ。じゃあ、ゆっくり休んでね。おやすみ、雅樹くん」

「え？　あ、おい……」

　雅樹がなにか言いかけた気がするけれど、ほとんど強引に切ってしまった。雅樹の声を聞くのも、いたたまれないほどに申し訳なくなってくる。

　金曜日に、亮にきちんと聞いてみよう。自分が本当に慕っていたのは、亮のほうだったのか、それをきちんと確かめたい――。






「七海、今夜七時に、カフェ・アルベでね。場所は、分かるでしょ？」

「うん。分かる。ありがとう、穂香」

　金曜日になり、今夜はいよいよ亮に会う日。この一週間、彼のことが気にかかり、雅樹との会話がまともにできなかった。

　今夜だって、久しぶりに仕事が早く終われそうだからと、食事に誘ってくれたのに断っている。

　この一週間は、雅樹と会えなかったことが、ラッキーだったかもしれない。こんなに落ち着かない気持ちでいては、彼に怪しまれてしまう。

　亮から指定されたカフェ・アルベは、駅前の落ち着いたカフェの店だ。どちらかというと高級感溢れる店で、大人の雰囲気がする。

　そういう場所に誘ってくるくらいだから、亮も雅樹のような落ち着いた大人の男性なのだろう。

　どんな話が聞けるのか、楽しみと不安とが入り混じる。もし彼と話が弾んだとしても、今さら初恋に戻るつもりはない。

　雅樹への想いを改めて感じて、亮とは今夜一度きりの再会にする、そう心に決めていた。






「じゃあね、七海。素敵な週末を」

　退社時刻になり、穂香は笑顔で見送ってくれた。亮に会うために、カフェ・アルベに向かう七海の足取りは、どこか重い。

　本当の初恋のお兄ちゃんに会えるかもしれないのに、これほど気が乗らないのは、雅樹に対する罪悪感があるからだと自覚している。

　雅樹に余計な心配や不安を煽らせるのではないか、そう思うとどうしても言えなかった。

「ここよね……？」

　十分ほどで店に着くと、客はまばらでＢＧＭのクラシックが流れていた。亮は、いったいどこにいるのだろう。

　亮も、自分を分かってくれるのだろうか。

「七海、ここ」

　声がしたほうをドキッとして向くと、圭太が立っている。

「圭太？　誰かと待ち合わせ？」

　まさか、こんなところで会うなんて思わなかった。亮と会っているのを見られるのは、かなり気まずい。

　なんで、こんな偶然が起こるのだろう。ため息を呑み込んでいると、圭太が手招きをした。

「そうだよ。七海と。穂香ちゃんから、聞いたろ？」

「え？　でも、立花亮さんって人と待ち合わせなんだけど……」

　さらに混乱する七海は、理解が追いつかない。すると、圭太はクックと笑った。

「こうでもしないと、七海がまともに会ってくれないから。穂香ちゃんには悪いけど、亮くんの名前を使わせてもらった」

「え……？　じゃあ、わざと嘘をついたってこと？」

　圭太の考えていることが信じられず、身を翻した。

「七海？　どこ行くんだよ」

「帰るの。バカバカしい。本気にした私が、愚かだったわ」

　振り返り、圭太に言い放った七海は、さっさと店を出ていった。あんなに考え込んでいた時間を、返してほしいくらいだ。

「待てって。少しは心が揺らいだろ？　もしかしたら、亮くんが初恋の人だったんじゃないかって思ったらさ」

　圭太は店の外まで追いかけてきて、七海に向かって声をかける。通行人に聞かれた恥ずかしさで、彼の腕を引っ張った。

「場をわきまえてよ。こっちに来て」

　圭太を建物の陰に誘導すると、彼と向き合う。きつい目で睨むと、不敵な笑みを見せられた。

「どうせ、七海は亮くんのことだって覚えてないんだろ？　そんなもんなのに、雅兄ちゃんに執着しすぎ」

「それは……。圭太の言うとおり、私は雅樹くんのことを、名前も顔も忘れてた。だけど、心は覚えてたもの」

　雅樹への想いは理屈でない、それを伝えたかったのに、圭太は嘲笑った。

「七海、なにを夢物語みたいなこと言ってるんだ？　いい加減に目を覚ませよ。だいたい、雅兄ちゃんとじゃ釣り合わないって。向こうは、大企業の副社長なんだぜ？」

「関係ないもの！」

　七海は、ついムキになり、頬を紅潮させた。立場の違いを指摘されたことより、バカにしたような笑いが許せなかったからだ。

「あるある。今は、お互い運命だなんて、盛り上がってるけど、雅兄ちゃんはすぐに浮気するよ。小さなイメージの七海を、女として見続けられるかな？　途中から妹に変わってるって」

「そんなことない。それに、圭太みたいな嘘つきな人のほうが、信用できないもの。穂香のことまで騙して、卑怯じゃない」

　穂香はきっと、自分がキューピッドになれたと思って喜んでいるはず。その彼女の好意すら踏みにじった圭太を、許すことなんてできなかった。

「騙されるほうも悪いんだ。俺は、ちゃんと社員証を見せて、身元はきちんと証明した。でも、ちゃんと名前を確認しないから、嘘を見抜けなかったんだよ」

「滅茶苦茶な理屈ね。圭太が、そんな人だとは思わなかった。もう、私に関わらないで」

　どんなに訴えても、圭太には分かってもらえないのだろうか。それは残念だけど、それならそれでいい。

　彼と、関わらなければいいのだから。この場を立ち去ろうと、一歩前へ進んだとき、圭太に腕を掴まれた。

「待てよ、七海。騙したのは悪かった。穂香ちゃんにも謝る。でも、俺もお前が好きなんだ。ずっと、好きだったんだよ」

「圭太……」

「お前は全然気づいてなかったみたいだけど、小学生のときも中学生のときも、ずっと好きだったんだよ。俺がずっと側にいて、分からなかったのか？」

　必死な圭太の様子に、嘘がないことは分かる。それに、初めて聞いた彼の気持ちに、混乱している自分もいる。

　好きだと言ってもらえたことは、素直に嬉しい。だけど、熱烈な圭太の告白さえも心に届かないほど、七海の心には雅樹しかいなかった。

「分からなかったの……。だって、ずっと私の心には、雅樹くんがいたから。そして今も、過去の思い出抜きでも、彼が必要なの。離れたくないから……」

「そんな……。でも、俺は……！」

　感情が高ぶった圭太が、掴んでいる手を引っ張ろうとしたとき、不意に背後から声が聞こえた。

「そこまで。圭太、手を離してくれないか？」

　体が跳ねるほどに驚いた七海の目に飛び込んできたのは、腕を組んで立っている雅樹だった。

「雅兄ちゃん!?　なんで、ここにいるんだよ」

　圭太もあ然としながら、七海の手を離した。というより、力が抜けているといった感じだ。

「七海のあとをつけてきたから」

　涼しげに答える雅樹に、圭太は子供のような睨みをきかせた。

「なんだよ、それ。雅兄ちゃんのやってることも、問題なんじゃないか？」

「汚い手を使うお前から、七海を守るためだよ」

　雅樹の登場に呆然としているのは七海も同じで、言葉が出ない七海の腕を、雅樹はそっと引き寄せた。

「亮は、俺でももう連絡を取ってない関係なんだ。勝手に名前を使うのはやめてくれないか？」

　さすがの圭太も、悪ふざけがすぎたと思ったのか、肩を落としている。そんな彼に、雅樹は呆れたようにため息をついた。

「それにしても、圭太は子供の頃から変わってないな。なんでも、人のものを欲しがる。そのクセは、改めたほうがいいんじゃないか？」

「え？」

　思わず圭太に視線を向けると、彼はますますバツ悪そうに視線をそらした。その態度からして、図星のようだ。

「ねえ、圭太。雅樹くんが言ったこと、本当なの？　そうだとしたら、私により穂香に謝ってほしい」

　圭太を真っすぐ見つめると、彼は力なく視線を上げた。

「半分は誤解だ。七海を好きだったことは本当だし。だから、俺にとっては、雅兄ちゃんは鬱陶しい存在だったんだよ」

「鬱陶しい……？」

　眉をしかめると、圭太は頷き続けた。

「いつだって、七海は雅兄ちゃんにべったりでさ。やっと引っ越してくれたと思ったら、今度はずっと忘れられないとか。ふざけるなって思って」

「それは、お前に言うセリフだ」

　間髪入れず言ったのは雅樹で、圭太は口をつむいだ。そして、ボソッと口にした。

「好きだったことには、間違いないし、再会できて嬉しかった。それは、本当」

　目の前にいる圭太は、二十五歳の大人の男性ではなく、七海の知っている中学生の圭太のようだった。

「気持ちは、ありがとう。でも、応えられない。そして、穂香には絶対に謝って」

「……分かった」

　すんなりと受け入れた圭太に、少し拍子抜けしながらも、小さく微笑んだ。圭太が、根から悪い人でないことは知っているから。

「じゃあ、行こうか七海。圭太も、いい大人なんだから、卑怯な手で相手の心を掴もうとするな」

　雅樹にそっと背中に手を添えられ、圭太に背を向け歩き出す。すると、圭太が呼び止めた。

「七海、お前が亮くんのことを忘れてても不思議じゃないよ。二、三回しか遊んだことはないし、人見知りだったから、いつも雅兄ちゃんの陰に隠れてた」

「そうなの……？」

　思わず足が止まり、振り返った。

「ああ。だから、俺は覚えてたんだ。いつもいつも、七海が頼るのは雅兄ちゃんばかり。いつか、超えたいって思ってたから」

　圭太はそう言うと、手をひらひらと振り、自分も身を翻して駅のほうへ向かっていった。

「七海には、帰ったらじっくり言い訳を聞かないといけないな。なんで、俺に黙ってたのか」

「あ……。それは……」

　雅樹に声をかけられ、ハッと我に返る。この一週間はなんだったのだろうと思うくらいに、脱力感が押し寄せた。

　振り回された〝第二の雅兄ちゃん〟は、存在すらするものの、七海の初恋の人ではなく、雅樹すら疎遠になっている人だった。

　本当に、自分が情けなくなってくる。

「じっくり、聞かせてもらうよ。俺のマンションで」

　耳元で囁かれた七海の鼓動は、あっという間に速くなった。

「今夜、雅樹くんのマンションへ行っていいの？」

　ドキドキと高鳴る胸を感じながら、頬が熱くなっていく。雅樹とこのまま、別れたくはなかった。

「もちろん。そのつもりで、七海のあとをつけてきたわけだし」

「全然、気づかなかった。私がお店に入ったときは、どうしたの？」

「店の外にいたんだけど、いっそのこと圭太のところに乗り込もうかと思った」

　雅樹の言葉に、七海は小さく微笑んだ。そこのところは、あとでゆっくり聞かせてもらおう。今夜は、話だけで盛り上がりそうだ。






　雅樹の車でマンションへ着いたときには、二十時を少し過ぎたところだった。途中、店に寄り惣菜を買ってきている。

　久しぶりに、二人で食事を取れると思ったら、自然と足取りも軽くなった。

「お邪魔します」

　未だ慣れない雅樹のマンション。程よい緊張感を持ちながら玄関を上がると、雅樹に背後から抱きしめられた。

「ま、雅樹くん……？」

　まだ、玄関を上がったところ……。彼の余裕の無さが伝わってきて、途端に意識してしまった。

「俺に黙って、他の男に会いに行くっていうだけで、俺は嫉妬するよ」

「ご、こめんね……。そのことに関しては、言い訳をさせてほしいかな……って思ってるんだけど」

「それは、あとで。今は、きみへのお仕置きだ」

　半ば強引に振り向かせた雅樹は、有無を言わせず唇を塞ぐ。舌を押し入れて、大きく絡み合わせた。

「ん……。ふぁ……んっ」

　口腔内で舌を回しながら、雅樹の手はブラウスの下へ伸びてきた。パチンとブラジャーのホックを外し、彼の大きな手は、豊かな乳房を弄った。

「……ンッ。アンッ……」

　大きく揉みしだかれたかと思うと、尖端を指で挟んで転がしていく。乳首を指先で遊ばれて、体に疼きが走った。

「七海のここは、どうなってるかな」

　雅樹のキスが、唇から首筋へと移っていく。吸いつくようなキスをされながら、彼の手は七海の秘部へ移動した。

「あ、とろとろだ。感じるのが、早くないか？」

　くちゅっと音を立てた蜜口は、雅樹の指をするりと飲み込んだ。さらに彼の指は、遠慮なく二本、三本と押し込められていった。

「んんぁ！　はぁん。雅樹くんが……、攻めてくるから……」

　ショーツの中で、雅樹の指が抜き差しされる。そのたびに蜜が描き出されて、下着は濡れていった。

「じゃあ、もっと感じて。そして、七海の可愛い声を聞かせてほしい」

　蜜で濡れた雅樹の指は、陰核を擦っていく。指の腹を擦りつけられて、七海の足は力が入らなくなっていった。

「あんっ。んぁ……。んふぅ」

　雅樹に寄りかかるように、喘ぎながら体を預ける。ふと視界には、大きく膨らみを持った部分が映り、雅樹の陰部がかなり大きくなっているのが分かった。

　雅樹の体だって反応しているのに、どうしてこんなに余裕なのだろう。

「力が抜けてきちゃった？　じゃあ、少し壁に寄っかかろうか」

「ベッドじゃ……ダメなの？」

　呼吸を乱している七海は、恍惚として雅樹を見上げる。すると、雅樹は口角を上げて、ゆっくりと首を横に振った。

「ダメだよ。そんな余裕ない」

　そう言ったかと同時に、雅樹はその場に膝立ちをして、七海のショーツを脱がせる。そして、愛液で光を帯びた茂みに顔を埋めた。

「……ッア。んんっ」

　廊下の壁に背をつけて、雅樹の愛撫を受けていく。足は小さく震えて、蜜が溢れ出していた。

　雅樹の舌は膣内に押し入られ、膣壁を擦っていく。そのたびに、体に電流が走るかのように疼きが走った。

「はぁ……ん。んぁ」

　雅樹の両手で秘部を広げられて、より彼の舌が深く挿入される。膣内を掻き回されるたび、七海の体は跳ねた。

「んふぁ……。はぅん」

「そろそろ挿れようか？　七海の甘い蜜が、どんどん溢れていってる」

「も、もう……。恥ずかしいこと、言わないでぇ……」

　花弁がぴくぴくと痙攣し、雅樹のモノを欲しがっている。それが、彼にも分かったかどうか……。

　雅樹は立ち上がり、ベルトを外しズボンをずり下げると、硬く反り立った棒を露わにした。

「壁に手をついて……」

　雅樹に言われるがまま、七海は両手を壁につく。臀部を掴まれると、尻を突き出す格好になった。

「七海のここ、よく見えるよ」

「や……だ。恥ずかしい……」

　明かりのついた玄関先は普段と違い、よりお互いがはっきりと見える。白い豊な尻を突き出す様は、七海には羞恥心でいっぱいだった。

「恥ずかしくなんかないよ。綺麗な七海の体を、ずっと眺めていたいくらいだ」

　そう言った雅樹は、ためらうことなく硬くて太い屹立を押し込む。蜜でとろとろな七海の蜜口は、彼の棒をすんなりと受け入れた。

「んあっ。はんぅ……。はぁ……ん」

　腰を前後に動かしながら、雅樹は屹立を奥深くに押し入れる。強く突かれるたび、七海の体も前後に揺れる。

　スカートを捲し上げられ、雅樹のピストン運動が速くなっていく。彼の乱れた息遣いに、七海のボルテージは上がっていった。

　余裕の表情を見せていた雅樹も、七海の服を脱がせる時間すらもどかしいと思ったのか。雅樹もスーツのジャケットすら脱ぐことなく、七海に挿入している。服を着たままの行為に、今まで感じたことのない興奮を覚えていた。

　背中に覆い被さり、服の下に伸びた彼の手が乳房を弄った。

　今夜の雅樹は、あきらかに冷静さを失くしかけている。それが感じられて、七海は高ぶる意識が抑えられなかった。

「あんっ……。あっ……んんぅ」

「今日は、いつもより、ずっと感じてる。こういうシチュエーションがいい？」

　乱れる呼吸の中でも、雅樹の口調は冷静だった。ただ、時折聞こえる小さな彼の呻き声に、七海の感情はさらに高ぶった。

「感じてるのは……雅樹くんのほう……。今夜は、余裕が……ない……でしょう？」

　彼の腰振りを受け止めながら、七海は息も絶え絶えに言葉にする。七海の指摘は図星だったのか、雅樹はスピードを速め、強く屹立を打ちつけてきた。

「ンンッ……。ああっ……。んあっ！　はぁ……。はぁ」

　もうこのまま、イってしまいそう。七海は壁についている手の震えを自覚しながら、髪を振り乱しながらピストン運動に耐えていく。

　蜜は太ももを伝ってきて、屹立と絡み合う粘着音が大きくなっていった。

「そうだよ。感じてるのは、俺のほうだ。セックスは、究極の独占愛だろ？　きみを俺だけが独り占めしてる……そう思ったら、止められない」

　太ももがパンパンと激しくぶつかり合い、七海の乳房は揺れていく。それを受け止めるかのように、雅樹は彼女の乳房を大きく揉みしだいた。

「んんぅ……。んはぁ。はぅ……んっ」

　速く、そして強く打ちつけられる彼の屹立を鈍い痛みと共に感じながら、七海は艶めかしい声を枯れるまで出し続けていた――。






　ゆっくりとした時間を過ごすのは、やっぱりベッドがいい。雅樹と軽く夕食とお風呂を済ませると、二人でベッドへ入った。

　いつの間にか、時刻は零時をまわっている。

「もう一人の俺がいたとは、驚いたな」

　圭太に呼び出された〝言い訳〟をすると、雅樹は呆れたように笑った。

「もとはと言えば、私がちゃんと記憶していないのが悪いんだけど……」

　雅樹と抱きしめ合いながら、彼の温もりを感じていると、安心感に包まれていく。素直になれるし、なにより大きな愛情が側にあるような気がしてくる。

「五歳の頃の記憶なんだから、忘れてたって不思議はないさ。圭太がよく覚えてるんだと思う」

「そうよね……。あんな子供じみた真似をしても、大手外資系証券会社勤務だもの」

　同窓会のとき、仕事の話をしていなかったと、今さらながら思い出す。あのときは、学校のことなどの昔話に花が咲いていたからだ。

「あいつ、見た目がいいし、そんな肩書きがあるなら、女性との出会いもうまくいきそうだけどな」

「そうだよね」

　雅樹の言葉に同意しながら、それだけ自分に執着していたということか……と思ってしまい、慌てて打ち消す。

　あまりにも、うぬぼれているようだから。

「圭太が、七海に未練があるのは、理解できるけど。俺も、七海のことが忘れられなかったから」

「そんな……。でも、雅樹くんが言ってたじゃない。雅樹くんのものを欲しがるって。きっと圭太は、私が雅樹くんと付き合ってるから、あんなことしたのよ」

　幼い頃に培ったイメージというのは、大人になってもそのままなのだと、改めて感じる。圭太は雅樹に注意されて、まったく反論もできていなかった。

「俺に対しての、競争意識はあるだろうな。子供の頃からそうだった。だけど、あいつは五歳の頃から、七海が好きだったよ。それは、間違いない」

「え？　でも、そんなことを言われたことはないし……」

　雅樹にハッキリ言われると、照れくさいような気まずいような複雑な気持ちになる。すると、彼はフッと笑みを見せた。

「七海の気持ちを知ってたから、素直になれなかっただけだろ。俺さ、一度あいつに言われたことあるんだ。たしか、引っ越す数日前くらいだったかな」

「なんて言われたの……？」

　当時、雅樹と圭太は、どんなやり取りをしたのだろう。九歳と五歳という、幼かった彼らを垣間見たかった。

「俺、七海が好きだから。お前になんかに、取られてたまるもんかって。まだ、お互い声変わりもしてない頃だろ？　特に、圭太は本当に可愛い声でさ」

　クックと笑う雅樹は、まるで思い出し笑いをしているかのようだ。彼にとっては、圭太とのそのやり取りは、きっといい思い出になっているのだろう。

「圭太が、そんなこと言ってたんだ……。私には、なにも言わなかったのにね」

　七海が小さく微笑むと、雅樹は唇をそっとなぞった。

「もし、圭太が告白をしてきたら、七海は付き合ってた？」

「え？　それは……」

　考えたこともなかったけれど、もしそうだったら、どんな選択をしていたのだろう。雅樹に会えない寂しさを埋めるように、圭太に甘えたのだろうか。

　それとも……。

「俺は、圭太が勇気を持ってくれなくてよかったと、心から思ってる。きっと、きみの心を惑わすのは、圭太だけだろうから」

「そんな……。私は、雅樹くん以外の人に、心を揺らしたりしない……」

　慌てて否定をすると、彼は優しく微笑んだ。

「大丈夫、分かってるから。この一週間、七海の様子が変だから、気になってた。今夜の誘いも断られて、居ても立っても居られないから、きみのあとをつけたんだけど……」

「尾行するの、上手だったよね」

　クスッと笑うと、雅樹は若干バツの悪そうな笑みを見せた。

「さすがに、自分を怪しいと思ったよ。だけど、なにかあればきみを力づくで奪い返すつもりだったから」

「心配……というか、不安にさせちゃったのよね。ごめんなさい」

　もし、自分が雅樹の立場なら、不安で仕方なかったと思う。きっと、彼のように、あとをつけていたに違いない。

　この一週間、雅樹がどんな思いで過ごしていたのかを考えると、相談をしなかったことを悔いていた。

「違う。七海を信じてるんだから、心配も不安もないよ。あるのは、嫉妬だけ」

「雅樹くん……」

　彼のいじらしい思いが伝わってきて、たまらず顔を胸に埋める。嫉妬をしてくれることは、嬉しい反面申し訳なくもある。

　雅樹には、一緒にて幸せだけを感じてほしいからだ。

「七海。俺も、こんな風に嫉妬ばかりするのは、正直辛い部分がある。だから、きみを本当の意味で独り占めしたい」

「え？　それは、どういう意味？

　顔を上げて雅樹を見ると、ただ微笑んでいるだけで、それ以上はなにも言ってくれなかった。






「七海、俺と結婚してください」

　雅樹に誘われたレストランで、思いがけないプロポーズに、七海はしばらく放心状態になってしまった。

　夜景が綺麗なホテルのレストランは、まさに永遠の愛を申し込むにはピッタリの場所だ。だけど自分が、ここで結婚を申し込まれるとは思わなかった。

　圭太との騒動があって約二週間後、七海の目の前には輝くばかりのダイヤの指輪が入った箱が置かれたのだった。

　彼が二週間前、本当の意味で独り占めしたいと言ったのは、こういうことだったのだと、ようやく分かった思いだ。

「七海、返事は？」

　雅樹のクスッとした笑顔が近づき、七海は我に返った。

「あ、あの……。だって、突然のことすぎて、混乱しちゃって……」」

　手が震えているのがバレてしまい、雅樹はさらにクスクスと笑った。

「返事、聞かせてくれよ。七海の気持ちは、どう？」

「それは……。もちろん、お願いします！」

　夢のような彼の申し出に、自然と涙が込み上げてくる。そんな七海に笑顔を向けたまま、雅樹は左手薬指に指輪をはめてくれた。

　プラチナの指輪は、ライトを反射させてキラキラと輝いている。こぼれ落ちそうなダイヤモンドに目を細めた。

「よかった。七海がＯＫをしてくれて」

「ありがとう、雅樹くん。プロポーズも、そしてこんなに素敵な指輪も……」

　入っていた箱のロゴを見ると、それが海外の高級ブランドのものだと分かる。いくら、彼が地位のある人だとはいえ、自分にはもったいないくらいのものだった。

「これで、俺たちの思い出は、永遠に変わる。これからは、未来も一緒に作っていこう」

「うん……」

　瞬きをすると、頬に涙が伝う。これほど幸せな未来が待っていたなんて、数カ月前の七海では、想像もできなかったことだ。

「雅樹くん……。私ね、初恋のお兄ちゃんに会えて嬉しかったわけじゃないの。雅樹くんという人に、出会えたことが幸せなの」

　うまく、雅樹に伝わっただろうか。もう今は、彼に初恋の思い出を重ねて見ることをしていない。

　雅樹が初恋のお兄ちゃんと別人だったとしても、彼を誰よりも好きになっていると言いたかった。

「ありがとう。ただ俺は、やっぱり幼い頃の思い出も、とても大切なんだ。再会して、改めて気づいた。きみとは、きっと何度出会っても恋に落ちると」

「あり……がとう……」

　雅樹の惜しみない愛の言葉に、七海の涙腺は崩壊してしまった。そして、この幸せを絶対に手放さいと、固く心に誓っていた――。










「な、七海。副社長と付き合ってたの!?　いきなり、結婚とかいうから、卒倒しちゃったわよ」

　雅樹との結婚が決まり、二人で話し合った結果、社内にきちんと報告することにした。それは、至極あたり前のことだけれど、夫婦で同じ会社に勤務するという意味も込められていて、七海はより一層、背筋が伸びる思いだった。

「ごめんね。混乱させても……と思って、秘密にしていたから」

「そりゃあ、そうよね。簡単には、話せることじゃないもの。それに、副社長が初恋の人だったなんて、まるでドラマみたい」

　圭太から穂香に、謝罪の電話はすぐにかかっていた。穂香は、出来過ぎた内容に、半信半疑だったけれど、圭太の話を信じたと言っていた。

　彼女を傷つけたのでは……と、七海は心配だったけれど、『やっぱり、変だと思った私の感覚が正解だった』と笑ってくれて、ホッとしたのを覚えている。

　それから二週間ほどで、今度は雅樹との結婚発表は、穂香をさらに驚かせたらしい。

「本当ね。この会社に転職を決めたときから、ドラマは始まっていたのかも……」

　幼い頃の初恋が、実を結ぶようになるなんて、まったく想像もしていなかったのだから、自分でも不思議な気分になる。

　雅樹を紹介したときに、七海の両親は心底驚いていた。〝初恋のお兄ちゃん〟自体が初耳だった彼らには、一から説明する必要があったけれど、事情を知った両親は、手放しで喜んでくれた。

　結婚を賛成してもらえるか、心配していた雅樹の両親は、思っていた以上に七海を好意的に迎えてくれた。

　そして、子供の頃の話も含め、真剣に聞いてくれて、結婚を認めてくれたのだった。

「それにしても、旦那様は副社長なのに、七海は仕事を続けるのね。遊んで暮らせそうなのに」

　穂香にからかわれ、思わず苦笑いをする。上司に報告をしたときにも、同じことを言われてしまったからだ。

「彼と同じ目線で、頑張っていきたいの」

　シンプルに答えたけれど、穂香は分かってくれたようで頷いていた。この先も、雅樹が頑張っているこの会社で、自分も努力をしていきたい。

　思い出を引き合わせてくれた会社が、七海にとってはキューピッドなのだから、ここからはまだまだ離れられそうにない。

「じゃあ、穂香。私は恒例の会議室のセッティングに行ってくるね」

「いってらっしゃい」

　雅樹との関係をみんなに知ってもらうことができたからか、以前より心が軽くなった気がする。

　思えば、彼との再会は、会議室のセッティングだった。この仕事がなければ、今でもすれ違ったままなのかと思うと、思わずクスッと笑ってしまった。

「あ、七海。また、会議室のセッティングか？」

　ドアを開けると、そこには雅樹がいた。タブレットを持ち、ちょうど部屋から出ていくところだったようだ。

「雅樹くんこそ。いつも、会議室にいるのね」

　思わずふふっと笑うと、彼に目を細められた。

「やっぱり、俺たちはどこか引かれ合うんだよ。今夜は早く帰るから、待ってて。家に帰ったら一番に、きみの笑顔が見たいから」

「うん……」

　唇を重ね合い、束の間の二人きりの時間を噛み締める。名残惜しそうな目を向けると、今度は雅樹にふふっと笑われた。

「そんな顔をしなくても、きみは俺の奥さんになったんだ。今夜から、ずっと一緒だ」

「そうだよね……。家で、待ってるから」

　微笑み合ったあと、雅樹は会議室を出ていった。昨日、入籍を済ませ、今日から雅樹のマンションで一緒に暮らすことになっている。

　雅樹の仕事の都合で、挙式と披露宴は半年後。さらに、ハネムーンもクリスマスに合わせるか、来年にするかで迷っているところだった。

　それでも、雅樹と一緒にいられる、ただそれだけで毎日が眩しく輝いている。やっと巡り会えた愛する人との時間を、この先も大切にしていきたい。

「よし、頑張ろう！」

　自分を鼓舞しながら、ブラインドから覗く青空を見つめた。雅樹と自分の未来も、この空のように明るく澄んでいる、そんな予感でいっぱいになっていた。

〝七海ちゃんのことは、いつでも俺が守ってあげるからね〟、幼い日の約束は、今から永遠のものに変わっていく――。
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